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今週のキーワード

量子・2D材料
半導体、メモリ、構造材を革新

36
件

記事総数

11
カ国

対象国数

1
nm

最小ナノチューブ

10
倍

鋼比強度

今週の全36記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 グラフェンEN添加剤 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

グラフェン強化無電解ニッケル添加剤が商業化され、
腐食耐性と耐摩耗性が大幅向上。エネルギー、航空宇
宙、製造業での機器寿命延長に貢献。

#02
His-CDsバイオイメー
ジング

学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○

ヒスチジン由来カーボンナノドットが脂質小胞のバイ
オイメージングと白色光発光に成功。合成条件で脂質
膜との相互作用を制御可能。

#03
鉛筆削りかす量子ドッ
ト

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

鉛筆削りかす由来ホウ素ドープカーボン量子ドットが
、がん細胞を選択的に抑制。高解像度バイオイメージ
ングと標的治療への応用期待。

#04 がんテラノスティクス 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノテクノロジーと放射性リガンド療法を組み合わせ
たがんテラノスティクスが精密標的化を実現。金、酸
化鉄、リポソームナノ粒子が有望。

#05 東大1nm半導体NT 学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●

東大が直径1nmの半導体ナノチューブ作製に成功。超
小型電子部品、次世代半導体材料開発における日本の
優位性を示す。

#06 mRNA-LNP安定化 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

コレステロール開裂性架橋で陰イオン性mRNA-LNPが
安定化。脾臓でのmRNA発現とトランスフェクション
効率が向上し、標的治療薬の可能性拡大。

#07 PFAS除去IONPs 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

バイオジェニック酸化鉄ナノ粒子がPFASを含む水系
汚染物質除去に有望。持続可能なグリーン合成で環境
負荷低減。

#08 ナノ材料ISOガイド 業界レポ
ート

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

ISOがナノ材料の粉塵性・溶解性試験ガイドラインを
公開。ナノ材料の安全性、規制、国際標準化が加速し
、産業界に影響。

#09 セルロースCNF工業化 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

ストーニーブルック大学とSWFT Labsがセルロース
ナノ材料の工業化を加速。特許技術でCNFを大規模生
産し、プラスチック代替やPFAS対策へ。

#10 ナノコンポジット概観 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノコンポジットの分類、合成、応用に関する包括的
レビュー。機械的強度、熱安定性、環境適合性向上で
幅広い産業を革新。

#11 CDs COVID-19対策 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

カーボンナノドットがCOVID-19診断・治療に有望。
生体適合性、調整可能な発光、表面化学を活用し、高
感度バイオセンシングや抗ウイルス材料へ。

#12 2D半導体トランジスタ 業界レポ
ート

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
●

●●●○
○

●●●●
●

主要半導体企業が2D半導体トランジスタ開発に注力。
MoS2などの原子レベルの薄さで電力効率向上、ムー
アの法則維持へ。
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#13
mRNA-LNPカスタマイ
ズ

解説記事
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

mRNA-LNP技術がCOVID-19ワクチンで有効性を実証
。脂質組成、サイズ、表面特性のカスタマイズで標的
送達と低細胞毒性を実現。

#14 グラフェン鉄道HVAC 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

GMGとAlstomが鉄道HVACシステム向けグラフェン
製品の共同開発MOUを締結。熱伝導性、軽量性、耐久
性向上で効率化。

#15 mRNAワクチンパッチ 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○

mRNAワクチンナノ粒子がポリマーマトリックス乾燥
で安定性維持。コールドチェーン不要の流通が可能に
なり、ワクチンアクセスを改善。

#16 脳虚血ナノメディシン 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

刺激応答性バイオミメティックナノメディシンが脳虚
血性脳卒中を標的。ROS応答で薬剤を制御放出、神経
保護効果を増強。

#17 MRI蛍光CND 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

マンガンをドープしたカーボンナノドットが、低毒性
でMRIと蛍光イメージングに対応する次世代デュアル
モダルイメージング剤として有望。

#18 卵巣がんナノ治療 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノテクノロジーが卵巣がんの早期診断と標的治療を
革新。金ナノ粒子や酸化鉄ナノ粒子によるテラノステ
ィクスでQOL向上に貢献。

#19 mRNA-LNP精密合成 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ナノポアを介したmRNA-LNPの精密かつ連続合成法を
開発。再現性とスケーラビリティを向上させ、mRNA
ワクチン開発を加速。

#20
リソグラフィフリー接
点

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

2D材料向けリソグラフィフリーの電気接点作製法「S
PMM」を確立。クリーンルーム不要でコスト・時間削
減、フレキシブルデバイス応用へ。

#21
カブリ賞ツイストロニ
クス

学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○

2026年カブリ賞ナノサイエンス部門は「ツイストロ
ニクス」研究者に授与。原子層間のねじれで新たな量
子状態を創出し、量子材料科学を革新。

#22 グラフェン米国特許 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

グラフェン企業が米国特許とインフラ契約を獲得。グ
ラフェンがエネルギー貯蔵や半導体向け戦略的材料と
して価値向上。

#23 クリーンルームISO1 業界レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

ISOクリーンルーム規格ガイドが公開され、ナノテク
ノロジー研究におけるISO Class
1の重要性を解説。0.1µm粒子分類に焦点。

#24 グラフェン戦略材料 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

HydroGraphがグラフェンを米国の戦略的材料として
推進し、国内生産施設を計画。国防、航空宇宙、エネ
ルギー貯蔵での応用を強化。

#25 2D単一電子量子メモリ 学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

復旦大学が2D単一電子量子フラッシュメモリデバイス
を開発。室温で単一電子の安定貯蔵を実現し、計算能
力とエネルギー効率を大幅向上。

#26 細胞エネルギーRNA 学術発表
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

オハイオ州立大学が細胞エネルギーを放出する天然R
NA分子を研究。このRNAを利用した治療用ナノ材料
開発で代謝性疾患治療へ。

#27 2D材料プラズマ修飾 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

プラズマ機能化がMXene、h-BN、TMDsなどの2D材
料表面を精密修飾。ドライ・低温プロセスで高性能材
料創出へ。

#28 MOF PFAS除去 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ジルコニウム系MOFスポンジ複合材料が水中のPFAS
除去で高効率。MOF粉末の課題を克服し、実用化へ前
進。

#29 ナノラミネート合金 学術発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○

コバルトアルミニウムナノラミネート合金が構造用鋼
の10倍の強度と柔軟性を両立。航空宇宙、エネルギー
、防衛用途に革命。

#30 抗ウイルスナノ材料 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

ProChimia Surfacesが抗ウイルスナノ材料研究を開
始。アルボウイルス脅威に対抗し、診断・治療法の開
発を目指す。

#31 ナノ標準化提唱 業界レポ
ート

●○○○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

イランがANFサミット2026でナノテクノロジーのISO
標準化と地域協力を提唱。エネルギー貯蔵2D材料や熱
絶縁ナノコーティングの評価基準統一へ。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性
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距離
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データ
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日本
関連度 一行サマリ

#32 多孔質材料PFAS除去 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

MOF、COFなどの多孔質骨格材料が水中のPFASを含
む新興汚染物質除去に貢献。調整可能なバンドギャッ
プで光触媒分解も可能。

#33 タンパク質形状設計 学術発表
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

CAD設計図に基づく拡散法でタンパク質形状の精密プ
ログラミングに成功。複雑なナノ構造設計が可能にな
り、次世代ナノデバイス開発を革新。

#34 グラフェン生産施設 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

HydroGraph社がテキサス州に米国初のグラフェン大
規模生産施設を建設。デトネーション・グラフェン技
術で国内供給を強化。

#35 QD-OLED市場成長 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

QD-OLED向け量子ドット材料市場が本格成長期へ。S
amsung
Displayの出荷500万台超が市場拡大を牽引。

#36
ナノ計測ソリューショ
ン

製品紹介
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

Nanoscience InstrumentsがACS Fall 2026でナノ材
料製造・特性評価の先進ソリューションを展示。電界
紡糸から表面分析まで。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 半導体材料のパラダイムシフトに、貴社は対応できていますか？
東京大学が世界最小1nmの半導体ナノチューブ作製に成功し、復旦大学は室温で動作する2D単一電子量子フラッシュメモ
リを開発しました。これらはシリコンの限界を超える次世代半導体技術の萌芽であり、日本の半導体産業にとって大きな
機会であると同時に、既存の設計・製造プロセスを根本から見直す必要性を示唆しています。

❷ 構造材料の「強度と柔軟性」の常識は、もう通用しませんか？
コバルトアルミニウムナノラミネート合金が構造用鋼の10倍の強度と柔軟性を両立するというブレークスルーは、航空宇
宙、自動車、防衛産業における材料設計の前提を覆す可能性があります。日本の重工業や材料メーカーは、この新材料が
もたらす軽量化・高耐久化の機会をどう捉え、自社の製品ポートフォリオに組み込むべきか、早急な検討が求められます
。

❸ ナノ材料の国際規制強化は、貴社のサプライチェーンに影響しますか？
ISOがナノ材料の粉塵性・溶解性試験ガイドラインを公開し、イランもナノテクノロジーのISO標準化を提唱するなど、ナ
ノ材料の安全性と規制が国際的に加速しています。特にISO Class 1のような厳格なクリーンルーム要件は、日本の半導体
・ナノ製造業にとって新たな設備投資や運用コスト増につながる可能性があります。調達部門は、サプライヤーの規制対
応状況を早急に確認すべきです。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

半導体新材

超高強度材バイオプラ代替

PFAS浄化

2D半導体

量子メモリmRNA流通

ナノ規制

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 半導体新材 機会大 次世代半導体リード —

● 超高強度材 機会大 構造材の高性能化 —

● バイオプラ代替 機会大 持続可能材料市場 —

● PFAS浄化 機会大 環境技術市場 —

● 2D半導体 注意 新材料市場参入 既存技術陳腐化
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● 量子メモリ 注意 次世代メモリ開発 既存メモリ競争激化

● mRNA流通 注意 ワクチン流通革新 既存コールドチェーン不要化

● ナノ規制 脅威大 — 開発・製造コスト増
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深掘り ① ― 東大、世界最小1nm半導体ナノチューブ作製
#05 | 2026/07/23 | Academic Jobs (東京大学からの発表を引用) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●○○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

東京大学の研究チームが、直径わずか1ナノメートルの半導体ナノチューブ作製に成功し、世界最小記録を樹立しまし
た。この超細径ナノチューブは、単一原子の厚さに相当する精度で制御され、高速かつ低消費電力のトランジスタとし
ての機能が期待されています。室温で安定した半導体特性を示すことが確認されており、次世代電子部品開発への大き
な一歩となります。

このブレークスルーは、シリコンベース技術の物理的限界が迫る中、ポスト・ムーア時代を拓く新たな材料として注目
されるカーボンナノチューブなどの一次元ナノ材料研究において、日本の技術的リーダーシップを明確に示すものです
。極限的な小型化は、材料科学とナノファブリケーションの最先端技術の融合によって実現されました。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

提示された1nmというサイズは、まさに原子レベルの究極の微細化であり、学術的ブレークスルーとし
て非常に妥当な成果です。しかし、実用化には大規模生産技術の確立と既存半導体プロセスへの統合と
いう未解決課題が山積しています。日本企業にとっては、この基礎研究をいち早く応用研究へと繋げ、
次世代半導体材料のサプライチェーンにおいて主導権を握る【機会】があります。特に、半導体材料メ
ーカーや製造装置メーカーは、この技術の進展を注視し、共同研究や技術提携を模索すべきです。一方
で、既存のシリコン技術に依存する企業にとっては、将来的な市場の転換点となる【脅威】も孕んでい
ます。R&D;部門は、この技術の潜在能力を評価し、中長期的なロードマップに組み込む検討を即時開始
すべきです。

深掘り ② ― 構造用鋼の10倍強度、柔軟なナノラミネート合金
#29 | 2026/07/20 | SciTechDaily | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

科学者チームが、コバルトアルミニウム（Co-Al）ナノラミネート合金を開発し、構造用鋼の最大10倍の強度と優れた
柔軟性を両立させることに成功しました。これは、材料科学における長年の課題であった「強度と脆性のトレードオフ
」を克服する画期的な成果です。ナノスケールで交互に積層された原子層構造が、高い強度と延性を同時に実現します
。

この材料は、約2ギガパスカル（GPa）を超える引張強度を示し、航空宇宙、自動車、エネルギー、防衛産業など、高
性能が求められる分野での軽量化と高耐久化に革命をもたらす可能性を秘めています。精密な原子層堆積（ALD）技術
などにより実現されたこの成果は、高性能合金設計の新たなパラダイムを提示します。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

構造用鋼の10倍という強度は驚異的であり、柔軟性との両立は材料科学のブレークスルーとして非常に
価値が高いです。ただし、現在の技術はナノスケールでの精密な積層に依存しており、工業生産向けの
バルク材料へのスケールアップが最大の未解決課題です。日本は重工業や自動車産業、航空宇宙産業に
おいて世界をリードしており、この技術は軽量化と安全性向上に直結する大きな【機会】となります。
特に、材料メーカーは、このナノラミネート合金の量産技術開発に注力し、既存の合金技術との融合を
模索すべきです。また、OEM各社は、この新材料がもたらす設計自由度を評価し、次世代製品への適用
可能性を検討する時期に来ています。この技術が普及すれば、既存の高性能合金市場に大きな【脅威】
を与える可能性もあります。
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深掘り ③ ― 主要半導体企業、2D半導体トランジスタへ移行
#12 | 2026/07/19 | Internet Pros | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

IMEC、TSMC、Intel、Samsungといった主要半導体企業が、シリコンの限界を超える次世代チップ向けに、原子レベ
ルの薄さを持つ2D半導体トランジスタの開発に注力しています。硫化モリブデン（MoS2）などの2D材料は、数原子の
厚さでも電流を精密に制御し、リーク電流を防ぎ、電力効率を大幅に向上させることが期待されています。

この材料の根本的な転換は、ムーアの法則を維持し、コンピューティングの進化を加速させる上で不可欠です。2D材料
への移行は、トランジスタの設計アーキテクチャや製造プロセス全体に大きな変革をもたらし、AI、IoT、量子コンピ
ューティングなどの最先端技術の発展を加速させるでしょう。

▶ シニアテクニカルアナリストの視点

2D半導体への移行は、半導体業界にとって避けられないトレンドであり、日本の材料・製造装置メーカ
ーにとっては大きな【機会】と【脅威】の両面があります。MoS2がシリコンの10分の1の電力で動作す
るという報告は、エネルギー効率の観点から非常に魅力的です。しかし、高品質な薄膜成長、欠陥のな
い積層、電気的コンタクトの最適化といった製造技術の課題は依然として大きく、日本の製造装置メー
カーがこれらの課題解決に貢献できる余地は大きいです。R&D;部門は、2D材料の特性評価技術や、既
存CMOSプロセスとの統合技術に関する情報収集と研究開発を強化すべきです。特に、日本の半導体材
料メーカーは、この新材料のサプライチェーンにおいて重要な役割を担う可能性があり、主要企業との
連携を強化することが急務です。既存のシリコンベース技術に特化した企業は、市場の変化に対応でき
ない【脅威】に直面する可能性があります。

その他の注目記事
ナノポアを介したmRNA-LNPの精密かつ連続合成、COVID-19ワクチン開発を加速 (ACS Nano)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○ デ●●●●● 日●●●●○

mRNA-LNPの製造における再現性とスケーラビリティを向上させる画期的な技術。日本の製薬・バイオ企業は、この製
造プロセスの革新がもたらす機会を評価すべき。

QD-OLED向け量子ドット材料市場、Samsung Displayの出荷500万台超で本格成長期へ (SMR)
技●●○○○ 実●●●●● 市●●●●○ デ●●●○○ 日●●●●○

QD-OLED市場の本格的な成長は、量子ドット材料サプライヤーにとって大きなビジネスチャンス。日本のディスプレ
イ材料・部品メーカーは、この需要拡大に対応する戦略を練るべき。

2026年カブリ賞ナノサイエンス部門、量子材料を革新した「ツイストロニクス」研究者に授与 (NTU Singapore)
技●●●●● 実●○○○○ 市●●●●● デ●●●●○ 日●●●○○

原子層のねじれで量子状態を制御する「ツイストロニクス」は、量子コンピューティングや超伝導材料の未来を拓く基
礎研究。日本の量子材料研究機関は、この国際的な潮流を追うべき。

コレステロールの開裂性架橋により陰イオン性mRNA脂質ナノ粒子が安定化、脾臓でのmRNA発現とトランスフェクション効率が向上 (ACS Applied Materials &
Interfaces)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○ デ●●●●● 日●●●○○

mRNA-LNPの安定性向上と標的送達は、mRNA治療薬の汎用性を高める。日本の製薬・バイオ企業は、この技術が提供
する新たな治療選択肢を評価すべき。

2D材料とファンデルワールスヘテロ構造向けにリソグラフィフリーの電気接点作製法を確立 (MDPI)
技●●●●○ 実●●○○○ 市●●●●○ デ●●●●● 日●●●●○

2D材料デバイス製造のコストと時間を大幅に削減するリソグラフィフリー技術は、日本の半導体製造装置メーカーにと
って新たなビジネス機会。早期の技術評価が推奨される。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;部門】深掘り記事（#05, #12,
#29）の内容を部門内で共有し、自社の技術ロードマップへの影響を議論する。

• 【調達部門】ナノ材料のISO規制動向（#08, #23,
#31）を確認し、主要サプライヤーの対応状況について情報収集を開始する。

• 【経営企画】2D材料、量子メモリ、構造材料の技術革新が自社の事業戦略に与える影響について、予備的な検
討を開始する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;部門】2D半導体材料（#12, #25）およびナノラミネート合金（#29）に関する詳細な技術調査を実施
し、潜在的な共同研究パートナーや競合技術を特定する。

• 【半導体PKG部門】2D材料向けリソグラフィフリー接点技術（#20）について、既存プロセスとの互換性や導
入メリットを評価する。

• 【EV設計部門】超高強度・柔軟性を持つナノラミネート合金（#29）が、車体軽量化や安全性向上にどう貢献
できるか、初期検討を開始する。

• 【製薬R&D;】mRNA-LNPの安定化・精密合成技術（#06,
#19）の動向を調査し、自社のmRNAワクチン・治療薬開発への応用可能性を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;部門】次世代半導体材料（1nmナノチューブ、2D半導体、量子メモリ）に関する研究開発テーマを具
体化し、大学や研究機関との連携を強化する。

• 【材料・素材メーカー】セルロースナノ材料（#09）やPFAS除去MOF（#28）など、持続可能な材料・環境技
術市場への参入戦略を検討する。

• 【経営企画】ナノテクノロジーの国際標準化動向を継続的に監視し、自社の製品開発・市場戦略に組み込むため
の体制を構築する。

• 【サプライチェーン部門】QD-OLED市場（#35）の成長を見据え、量子ドット材料の安定供給体制とコスト競
争力強化に向けた戦略を策定する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-26
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#01 Graphene Leaders Canadaがグラフェン強化無電解
ニッケル添加剤を商業化、腐食耐性を大幅向上

概要

Graphene Leaders Canada (GLC)が、独自のグラフェン強化無電解ニッケル（EN）添加
剤の商業化を発表しました。この技術は、従来のENコーティングと比較して、腐食耐
性と耐摩耗性能を大幅に向上させます。エネルギー、航空宇宙、製造業など、要求の

厳しい産業環境での使用を想定しており、機器の耐用年数を延長し、メンテナンスコ
ストを削減することを目指しています。

公開日 2026年07月22日  Graphene Leaders Canada (Press Release)  カナダ



詳細

主要成果

Graphene Leaders Canada (GLC)は、独自のグラフェン強化無電解ニッケル（EN）添加
剤の商業化を発表し、腐食耐性と耐摩耗性能において従来のコーティングを凌駕する新
たな基準を確立しました。

技術詳細

この革新的な添加剤は、均一なグラフェン分散技術を活用し、ENコーティングの微細
構造と特性を最適化します。その結果、コーティングされた表面は、特に塩水噴霧試験
において、標準的なEN処理と比較して飛躍的な腐食保護能力を示します。また、摩擦
係数も低減され、耐摩耗性が向上するため、過酷な条件下での機械部品の寿命延長に貢
献します。

背景・業界文脈

無電解ニッケルコーティングは、その均一性と高い硬度から、幅広い産業で利用されて
きました。しかし、極端な環境下での腐食や摩耗は依然として課題でした。GLCのグラ
フェン強化技術は、ナノ材料の優れた特性を既存の産業プロセスに統合することで、こ
れらの課題に対処します。これにより、航空宇宙、自動車、海洋、石油・ガスといった
分野において、より高性能で耐久性の高い部品が実現可能となります。

今後の展望

GLCは、この新製品が産業界に大きな影響を与え、機器の信頼性と効率を向上させると
期待しています。さらなる研究開発により、グラフェン強化コーティングの応用範囲は
拡大し、将来的にはスマートコーティングや自己修復材料への道も開かれる可能性があ
ります。これにより、持続可能性と経済性の両面で新たな価値が創出されるでしょう。

元記事: https://www.graphene-info.com/graphene-leaders-canada-commercializes-graphene-enhanced-

electroless-nickel

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.graphene-info.com/graphene-leaders-canada-commercializes-graphene-enhanced-electroless-nickel
https://www.graphene-info.com/graphene-leaders-canada-commercializes-graphene-enhanced-electroless-nickel


#02 ヒスチジン由来のカーボンナノドットが脂質小胞のバ
イオイメージングと白色光発光に成功

概要

研究者らは、ヒスチジンから派生したカーボンナノドット（His-CDs）をpH制御下で
合成し、脂質小胞のバイオイメージングと白色光発光に応用できることを示しまし
た。合成条件の違いにより、His-CDsのナノスケール構造と脂質膜との相互作用が変化

することが判明。His-CD1はリポソーム形態を維持し脂質二重層内に埋め込まれた一
方、His-CD8はリポソーム凝集を誘導し、次世代カーボンナノドットプローブ設計に新
たな知見を提供します。

公開日 2026年07月17日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本研究では、ヒスチジンから派生したカーボンナノドット（His-CDs）をpH制御下で合
成し、脂質小胞のバイオイメージングおよび白色光発光に成功しました。特に、合成条
件の違いがHis-CDsのナノスケール組織と脂質膜との相互作用に大きく影響することが
明らかになりました。

技術・臨床詳細

研究チームは、異なるpH条件で合成されたHis-CDs（His-CD1とHis-CD8）が、それぞれ
異なる光物理特性を持つことを発見しました。His-CD1はリポソームの形態を損なうこ
となく脂質二重層内に効率的に組み込まれ、安定した蛍光イメージングを実現しまし
た。これに対し、His-CD8はリポソームの凝集を誘導する性質を示しました。これらの
His-CDsは、準球状の形態を持ち、平均サイズはわずか3ナノメートルから8ナノメート
ルと極めて小さいです。このサイズのHis-CDsは、細胞内外での分子レベルの相互作用
を解明するための新たなツールとして期待されます。また、pHの変化がHis-CDsの発光
特性に影響を与えるため、pH応答性のバイオセンサーとしての応用可能性も示唆され
ています。

背景・業界文脈

カーボンナノドットは、その低毒性、優れた生体適合性、および調整可能な発光特性か
ら、バイオイメージング分野で注目されています。しかし、脂質膜との相互作用を精密
に制御する技術はこれまで限られていました。本研究の成果は、His-CDsの合成条件を
調整することで、細胞膜や脂質小胞への挿入挙動を設計できる可能性を示し、より特異
的な標的化や薬剤送達システムへの応用を拓くものです。特に、リポソームのような薬
剤送達キャリアとの併用により、診断と治療を兼ね備えたテラノスティクス分野での進
展が期待されます。



今後の展望

本研究は、ヒスチジンベースのカーボンナノドットが、特定の脂質環境下での挙動を制
御できる次世代のナノプローブとして有望であることを示しています。今後、His-CDs

の表面修飾や多機能化を進めることで、がん細胞の特異的なイメージングや、特定の細
胞内オルガネラへの薬剤送達など、より高度なバイオメディカル応用への発展が見込ま
れます。これは、個別化医療の実現に向けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsanm.6c02049

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsanm.6c02049


#03 鉛筆の削りかすから作られたホウ素ドープカーボン量
子ドットがPANC-1およびHepG2がん細胞を特異的に抑制

概要

この研究では、鉛筆の削りかすという持続可能な資源からホウ素ドープカーボン量子
ドット（B-C-dots）が開発され、膵臓がん細胞（PANC-1）と肝臓がん細胞（HepG2）
に対して選択的に増殖抑制効果を示す一方で、正常な3T3-L1線維芽細胞には影響を与

えないことが実証されました。これらのB-C-dotsは準球状で約6nmのサイズ、高効率
の38%というフォトルミネッセンス量子収率を達成。金属フリーで生体適合性が高
く、高解像度バイオイメージングと標的治療のための次世代テラノスティクス剤とし

て期待されています。

公開日 2026年07月18日  Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究チームは、鉛筆の削りかすという安価で持続可能な資源からホウ素ドープカーボン
量子ドット（B-C-dots）を開発し、PANC-1（膵臓がん）およびHepG2（肝臓がん）細
胞に対して選択的な増殖抑制活性を示しつつ、正常な3T3-L1線維芽細胞には無害である
ことを明らかにしました。これは、がん治療における副作用を低減する可能性を秘めた
画期的な成果です。

技術・臨床詳細

B-C-dotsは、熱水法とマイクロ波法の組み合わせによって効率的に合成されました。透
過型電子顕微鏡（TEM）分析により、これらのナノ材料が平均直径約6ナノメートルの
準球状形態を有することが確認されました。光学特性評価では、励起波長依存性のない
安定した発光を示し、そのフォトルミネッセンス量子収率は38%という高い値を達成し
ました。細胞毒性試験では、B-C-dotsがPANC-1細胞とHepG2細胞の増殖を効果的に抑
制する一方で、正常細胞に対する影響は最小限であることが示され、治療指数が高いこ
とが示唆されています。また、これらのB-C-dotsは、生体適合性に優れ、生体内での安
全性も期待されています。

背景・業界文脈

カーボン量子ドット（CQDs）は、その低毒性、優れた生体適合性、調整可能な蛍光特
性から、バイオイメージングやドラッグデリバリーシステムにおける有望なナノ材料と
して近年注目を集めています。特に、廃棄物からの「アップサイクリング」による
CQDsの製造は、環境負荷の低減とコスト効率の向上という点で大きな利点がありま
す。ホウ素ドーピングは、CQDsの電子構造と発光特性を精密に調整し、特定の生物学
的機能を持たせるための重要な戦略として認識されています。この研究は、持続可能な
材料科学とがんナノ医療の融合における新たな方向性を示すものです。



今後の展望

今回の成果は、B-C-dotsが、高解像度バイオイメージングと選択的標的治療を可能にす
る次世代テラノスティクス剤としての大きな可能性を秘めていることを示唆していま
す。将来的には、これらのナノ材料を用いて、がんの早期診断マーカーの検出、標的部
位への抗がん剤送達、および治療効果のリアルタイムモニタリングを統合したシステム
が開発される可能性があります。さらに、鉛筆の削りかすという日常的な廃棄物からの
製造であるため、低コストかつ大規模な生産への応用も期待され、医療アクセスが限ら
れた地域での普及にも貢献しうるでしょう。

元記事: https://pubs.rsc.org/nj/article/doi/10.1039/d6nj00199h/1280181/Tailoring-sustainable-boron-

doped-carbon-quantum?searchresult=1

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/nj/article/doi/10.1039/d6nj00199h/1280181/Tailoring-sustainable-boron-doped-carbon-quantum?searchresult=1
https://pubs.rsc.org/nj/article/doi/10.1039/d6nj00199h/1280181/Tailoring-sustainable-boron-doped-carbon-quantum?searchresult=1


#04 ナノテクノロジーががんテラノスティクスを革新：放
射性リガンド療法との組み合わせで精密標的化を実現

概要

このレビューは、ナノテクノロジーが放射性リガンド療法と組み合わせることで、が
んテラノスティクスの有効性を高める可能性を強調しています。金、酸化鉄、リポソ
ームなどのナノ粒子は、イメージングと薬物送達の両方のために設計され、標的化の

改善と全身毒性の低減という利点を提供します。これらのプラットフォームの統合
は、分子診断、高度なイメージング、標的放射性核種療法を組み合わせることで、精
密医療を推進することを目指しています。

公開日 2026年07月16日  J Clin Oncol Ther / Scholars Literature  国際



詳細

主要成果

本レビューは、ナノテクノロジーが放射性リガンド療法（RLT）と組み合わせること
で、がんテラノスティクス（診断と治療を組み合わせたアプローチ）の有効性を飛躍的
に向上させる可能性を強調しています。特に、ナノ粒子を応用することで、がん細胞へ
の精密な標的化と、それに伴う全身毒性の顕著な低減が期待されます。

技術・臨床詳細

ナノ粒子は、そのサイズ（通常1〜100nm）と表面特性を精密に制御できるため、RLTと
の併用において複数の利点をもたらします。金ナノ粒子（AuNPs）、酸化鉄ナノ粒子
（IONPs）、およびリポソームなどのプラットフォームは、放射性同位体を搭載し、が
ん特異的なリガンドで表面を修飾することで、がん細胞に選択的に集積させることが可
能です。これにより、画像診断におけるコントラスト増強と、標的部位への放射性核種

（例えば177Luや225Ac）の正確な送達が両立します。従来のRLTでは困難であった、腫
瘍周辺の健康な組織への影響を最小限に抑えつつ、腫瘍への線量集中を高めることがで
きるため、治療効果の最大化と副作用の抑制が期待されます。本レビューでは、前臨床
試験で良好な結果を示した複数のナノキャリアベースのRLTアプローチが紹介されてお
り、臨床応用への道筋が示唆されています。

背景・業界文脈

がん治療は、その複雑性から常に新たなアプローチが求められています。放射性リガン
ド療法は、特定の受容体を発現するがん細胞を標的とする点で高い特異性を持っていま
すが、治療効果の最適化と全身毒性の管理が課題でした。ナノテクノロジーの導入は、
これらの課題を克服するための強力なツールを提供します。ナノ粒子は、EPR効果
（Enhanced Permeability and Retention effect）を利用して腫瘍組織に受動的に蓄積する
だけでなく、能動的なターゲティングリガンドによりさらに標的選択性を高めることが
できます。この融合は、がん治療パラダイムを診断から治療までシームレスに統合する
「テラノスティクス」の概念を具現化するものであり、個別化医療の進展に不可欠で
す。



今後の展望

ナノテクノロジーとRLTの融合は、がん治療の未来において極めて有望な分野です。今
後、臨床試験を通じてこれらのナノ粒子ベースのRLTの安全性と有効性がさらに確立さ
れれば、難治性がんの治療成績を大幅に改善する可能性があります。特に、複数の治療
モダリティを組み合わせた複合ナノシステムや、治療応答をリアルタイムで監視できる
スマートナノキャリアの開発が次の焦点となるでしょう。これにより、患者のQOL向上
と予後の改善に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.scholarsliterature.com/article_pdf/2/scientific_2_982_16072026121436.pdf

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.scholarsliterature.com/article_pdf/2/scientific_2_982_16072026121436.pdf


#05 東京大学研究チームが世界最小となる直径1nmの半導
体ナノチューブ作製に成功

概要

東京大学の研究者らが、わずか1ナノメートルの直径を持つ半導体ナノチューブの世界
最小記録を樹立しました。中西祐介准教授らが主導したこの成果は、超小型電子部品
の開発に向けた画期的な一歩となります。この成功により、将来のデバイス向けシリ

コン代替材料開発において日本が最前線に位置付けられます。

公開日 2026年07月23日  Academic Jobs (東京大学からの発表を引用)  日本



詳細

主要成果

東京大学の研究チームが、これまでで最も細いとされる直径1ナノメートルの半導体ナ
ノチューブの作製に成功しました。この偉業は、電子デバイスのさらなる小型化と高性
能化に貢献する画期的な技術的ブレークスルーです。

技術・臨床詳細

中西祐介准教授らは、独自の合成手法を用いることで、極めて精密な構造を持つ超細径
の半導体ナノチューブを生成しました。このナノチューブは、単一原子の厚さに相当す
るレベルの精度で制御されており、従来の半導体材料では実現困難だったスケールでの
電子特性の最適化を可能にします。具体的には、この1ナノメートル径のナノチューブ
は、電子が移動するチャネルを極限まで狭めることで、高速かつ低消費電力のトランジ
スタとしての機能を持つと期待されています。研究では、これらのナノチューブが室温
で安定した半導体特性を示すことが確認されており、実用化に向けた大きな進展です。
材料科学とナノファブリケーションの最先端技術を組み合わせることで、この極限的な
小型化が実現されました。

背景・業界文脈

半導体業界では、ムーアの法則に従い、チップの集積度と性能を向上させるために、常
に微細化が追求されてきました。しかし、シリコンベースの技術は物理的な限界に近づ
いており、次世代の電子材料と構造が模索されています。カーボンナノチューブやその
他の一次元ナノ材料は、その優れた電気的・機械的特性から、シリコンに代わる有望な
候補として研究されてきました。今回の東京大学の研究は、この分野における微細化競
争において、新たなマイルストーンを打ち立てるものであり、日本のナノテクノロジー
研究の国際的なリーダーシップを再確認するものです。



今後の展望

今回の超小型半導体ナノチューブの成功は、トランジスタ、センサー、量子コンピュー
ティングなどの分野に革命をもたらす可能性を秘めています。特に、エネルギー効率の
高いデバイスや、より高速な情報処理能力を持つ次世代コンピューターの開発に直結す
るでしょう。今後は、これらのナノチューブを大規模に製造し、既存の半導体プロセス
と統合するための技術的課題の克服が焦点となります。東京大学の研究は、日本の科学
技術が世界の電子産業の未来を形作る上で重要な役割を果たすことを示しています。

元記事: https://www.academicjobs.com/higher-education-news/university-of-tokyo-creates-worlds-

smallest-semiconducting-nanotubes-academicjobs-23882

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.academicjobs.com/higher-education-news/university-of-tokyo-creates-worlds-smallest-semiconducting-nanotubes-academicjobs-23882
https://www.academicjobs.com/higher-education-news/university-of-tokyo-creates-worlds-smallest-semiconducting-nanotubes-academicjobs-23882


#06 コレステロールの開裂性架橋により陰イオン性mRNA
脂質ナノ粒子が安定化、脾臓でのmRNA発現とトランスフ
ェクション効率が向上

概要

この研究は、コレステロールの開裂性架橋を介して陰イオン性mRNA脂質ナノ粒子

（LNPs）を安定化させる方法を導入しました。このアプローチは、組織特異的および
細胞特異的mRNA送達の設計空間を狭めていた従来の安定性課題に対処します。最適
化された架橋製剤は、脾臓でのmRNA発現を顕著に増加させ、トランスフェクション

効率を向上させ、標的mRNA治療薬の可能性を広げました。

公開日 2026年07月16日  ACS Applied Materials & Interfaces (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、コレステロールの開裂性架橋によって陰イオン性mRNA脂質ナノ粒子
（LNPs）の安定性を向上させる新たな手法を開発しました。この革新的なアプローチに
より、従来のLNPsが抱えていた安定性の限界が克服され、特定の組織や細胞へのmRNA

送達の設計自由度が大幅に拡大しました。

技術・臨床詳細

研究チームは、pH応答性リンカーを用いてコレステロールを架橋することで、pH値が
中性に近い環境下でLNPsの凝集を抑制し、安定性を向上させることに成功しました。こ
れにより、体内の生理的条件下でのLNPの早期分解やオフターゲット送達のリスクが低
減されます。最適化された架橋製剤をマウスモデルに静脈内投与したところ、非架橋
LNPと比較して脾臓におけるmRNA発現が約2倍に増加し、トランスフェクション効率も
著しく向上しました。この選択的な脾臓への送達は、特定の免疫細胞を標的としたワク
チンや免疫療法において極めて重要です。また、開裂性リンカーの導入により、細胞内
でのmRNAの放出も効率的に行われるため、治療効果の最大化が期待されます。この技
術は、多様なmRNAペイロードと脂質化学に適用可能であり、今後のmRNA医薬品開発
において汎用性の高いプラットフォームとなる可能性を秘めています。

背景・業界文脈

mRNA治療薬は、COVID-19ワクチンでその効果が実証されて以来、がん治療、遺伝子治
療、再生医療など幅広い分野で注目を集めています。しかし、mRNAは生体内で不安定
であり、細胞内への効率的な送達には脂質ナノ粒子が不可欠です。従来のLNPsは、特に
陰イオン性mRNAをカプセル化した場合、安定性や特定の組織への送達効率に課題があ
りました。本研究で開発された架橋コレステロールベースのLNPは、これらの課題を克
服し、mRNAワクチンの効果増強や、特定疾患に対するオーダーメイド型mRNA治療薬
の開発を加速させる可能性を秘めています。



今後の展望

このコレステロール開裂性架橋技術は、mRNA-LNPの設計と応用に新たな扉を開くもの
です。脾臓への効率的な送達は、B細胞やT細胞を標的とする免疫応答の誘導に特に有効
であり、感染症ワクチンだけでなく、がん免疫療法の分野においても画期的な進展をも
たらす可能性があります。今後は、他の組織や細胞種への特異的送達を可能にするため
の表面修飾技術との組み合わせや、ヒト臨床試験での安全性と有効性の検証が次のステ
ップとなるでしょう。この技術は、個別化医療の実現に向けた重要な基盤技術となるこ
とが期待されます。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42461776

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42461776


#07 持続可能なバイオジェニック酸化鉄ナノ粒子が水系か
らPFASを含む新興汚染物質を除去する可能性を提示

概要

このレビューは、PFAS（有機フッ素化合物）や医薬品、有機汚染物質といった新興汚
染物質を水系から除去するための、持続可能なグリーン合成バイオジェニック酸化鉄
ナノ粒子（IONPs）の利用可能性を深掘りしています。バイオジェニックIONPsは、そ

の独自の物理化学的特性、高い表面積、および磁気分離能力により、非常に効果的で
あることが示されています。本研究は、より広範囲の新興汚染物質に対する適用範囲
を拡大し、標的汚染物質除去のための合成方法を改良するためのさらなる研究の必要

性を強調しています。

公開日 2026年07月17日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本レビューは、持続可能かつグリーン合成されたバイオジェニック酸化鉄ナノ粒子
（IONPs）が、PFAS（有機フッ素化合物）、医薬品、有機汚染物質などの新興汚染物質
を水系から除去するための有望なソリューションであると結論付けました。これらのナ
ノ粒子は、その独特の物理化学的特性と環境に優しい合成経路により、従来の浄化技術
を凌駕する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

バイオジェニックIONPsは、微生物や植物抽出物を利用して合成されるため、化学物質
の使用を最小限に抑え、環境負荷を低減します。これらのナノ粒子は、高い表面積対体
積比、優れた吸着能力、そして容易な磁気分離特性を兼ね備えています。これにより、
水中に存在する微量の新興汚染物質を効率的に捕捉し、その後、外部磁場によって水か
ら容易に分離・回収することが可能です。PFASに関しては、イオン交換、吸着、酸化還
元反応など複数のメカニズムを通じて除去効果を発揮します。既存の多くの水処理技術
と比較して、処理効率が高く、二次汚染のリスクが低い点が特筆されます。また、活性
部位が豊富であるため、触媒としての機能も期待されており、汚染物質の分解を促進す
る可能性も示唆されています。

背景・業界文脈

PFASをはじめとする新興汚染物質は、その難分解性、生物蓄積性、そして健康への悪影
響から、世界的に喫緊の環境課題となっています。従来の物理化学的、生物学的処理技
術では、これらの汚染物質を効果的に除去することが困難であり、新たな革新的ソリュ
ーションが強く求められています。特に、環境に配慮した「グリーンケミストリー」の
原則に基づいた技術開発は、持続可能な社会の実現に向けて不可欠です。バイオジェニ
ックIONPsは、この要請に応える形で、環境に優しく効率的な水浄化技術として大きな
注目を集めています。



今後の展望

本レビューは、バイオジェニックIONPsが新興汚染物質の除去において大きな可能性を
持つ一方で、その適用範囲の拡大と合成方法の最適化に向けたさらなる研究の必要性を
強調しています。具体的には、異なる汚染物質に対する除去メカニズムのより詳細な解
明、大規模生産へのスケーラビリティの検証、および実際の水処理プラントでの長期的
な性能評価が今後の焦点となります。この技術が確立されれば、安全な飲料水の供給確
保、生態系の保全、そして地球規模の環境汚染問題への対処に大きく貢献することが期
待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.estlett.6c00068

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/abs/10.1021/acs.estlett.6c00068


#08 ISOがナノポーラスシリカ微粒子とナノ材料の粉塵
性・溶解性試験ガイドラインを公開、規制標準化を加速

概要

2026年7月、国際標準化機構（ISO）が液相クロマトグラフィー用ナノポーラスシリカ
微粒子に関するISO/TS 4966:2026を公表し、ナノ材料の標準化を推進しました。ま
た、経済協力開発機構（OECD）は、ナノ材料の粉塵性決定に関するテストガイドライ

ン（Test No. 127）と溶解・溶出速度に関するテストガイドライン（Test No. 322）を
新たに公開。これらの動向は、ナノ材料の安全性、規制、および国際的な標準化にと
って極めて重要です。

公開日 2026年07月16日  Bergeson & Campbell, P.C.  アメリカ



詳細

主要成果

2026年7月、ナノ材料の安全性と標準化に関する重要な進展として、国際標準化機構
（ISO）が液相クロマトグラフィー用ナノポーラスシリカ微粒子に関する新しい技術仕
様書ISO/TS 4966:2026を発行しました。これに加え、経済協力開発機構（OECD）もナ
ノ材料の粉塵性および溶解・溶出速度を評価するための新しいテストガイドライン（TG

No. 127およびTG No. 322）を公表しました。

技術・臨床詳細

ISO/TS 4966:2026は、高機能な液相クロマトグラフィーにおいて分離媒体として使用さ
れるナノポーラスシリカ微粒子の特性評価と品質管理のための標準的な枠組みを提供し
ます。これにより、分析化学、製薬、バイオテクノロジー分野におけるナノ材料の性能
と信頼性が向上することが期待されます。一方、OECDの新しいテストガイドライン
は、ナノ材料が環境や人体に与える可能性のある影響を評価するための厳格な方法論を
提供します。Test No. 127は、ナノ材料が空気中に放出される可能性のある微粒子量を
測定し、暴露リスクを評価するために不可欠です。Test No. 322は、水生環境や生物学
的システムにおけるナノ材料の挙動を理解するために、その溶解および溶出速度を定量
化します。これらのガイドラインは、ナノ材料のライフサイクル全体にわたる安全性評
価の基盤を強化し、国際的なデータの一貫性を促進します。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、医療、電子機器、エネルギー、環境など多岐にわたる分野で革新
的な応用を可能にする一方で、ナノスケールの物質が持つ独自の特性が健康と環境に与
える潜在的な影響について懸念が提起されています。そのため、ナノ材料の開発と市場
投入には、厳格な安全性評価と規制フレームワークが不可欠です。ISOとOECDによるこ
れらの新しい標準化文書は、グローバルな規制機関、産業界、研究者が一貫した方法で
ナノ材料のリスクを評価し、管理するための共通言語を提供します。これは、ナノ技術
の責任あるイノベーションを促進し、消費者と環境の保護を確実にする上で極めて重要
なステップです。



今後の展望

これらの標準化の進展は、ナノ材料の研究開発、製造、および商業化に直接的な影響を
与えるでしょう。企業は、製品の安全性と規制への準拠を早期に設計プロセスに組み込
むことが求められ、これにより製品の市場投入までの時間を短縮し、法的リスクを低減
できます。また、国際的なテストガイドラインの採用は、異なる国々での規制承認プロ
セスを簡素化し、グローバル市場でのナノ製品の流通を促進します。将来的には、これ
らのガイドラインが、ナノ材料の環境および健康リスク評価に関するさらなる研究を刺
激し、より包括的な規制枠組みの構築につながることが期待されます。

元記事: https://www.lawbc.com/recent-federal-developments-for-july-2026/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.lawbc.com/recent-federal-developments-for-july-2026/


#09 ストーニーブルック大学とSWFT Labsが提携を拡大、
持続可能なセルロースナノ材料を工業化しプラスチック代
替へ

概要

ストーニーブルック大学とSWFT LabsがMaster Research Agreementを通じて提携を拡

大し、持続可能なセルロースナノ材料の商業化を加速させます。特許取得済みのニト
ロ酸化プロセス（NOP）により、セルロースから高機能なカルボキシル化セルロース
ナノファイバー（CNF）をスケーラブルに製造可能。これらの調整可能なナノファイ

バーは、石油由来材料の代替、プラスチック汚染の削減、PFASのような汚染物質への
対処に寄与し、初期の商業展開は農業分野に焦点を当てています。

公開日 2026年07月23日  SBU News (Stony Brook University)  アメリカ



詳細

主要成果

ストーニーブルック大学とSWFT LabsがMaster Research Agreementを締結し、持続可能
なセルロースナノ材料の商業化を加速するための提携を拡大しました。この提携は、特
許取得済みのニトロ酸化プロセス（NOP）を活用し、セルロースから高機能なカルボキ
シル化セルロースナノファイバー（CNF）を大規模生産することを可能にします。これ
により、石油由来のプラスチックや他の材料の代替品として、環境問題の解決に貢献す
ることが期待されます。

技術・臨床詳細

NOPは、従来のセルロースナノファイバー製造法と比較して、より効率的で環境に優し
いプロセスです。このプロセスにより製造されるCNFは、高い表面積、優れた機械的強
度、調整可能な表面化学的性質を持ちます。これらの特性により、CNFは様々な応用分
野において高性能な機能性材料として利用できます。具体的には、この技術で製造され
たCNFは、プラスチック包装、複合材料、塗料、接着剤、さらには水処理におけるPFAS

（有機フッ素化合物）などの汚染物質の吸着剤としても利用可能です。その多機能性と
持続可能性は、製品のライフサイクル全体での環境負荷を低減する上で重要な要素とな
ります。今回の商業化初期フェーズでは、農業分野での応用、例えば土壌改良剤や生物
分解性農薬キャリアとしての利用に焦点を当てています。

背景・業界文脈

世界中でプラスチック汚染と化石燃料への依存が深刻な環境問題として認識される中、
バイオベースの代替材料への需要が高まっています。セルロースナノ材料は、その豊富
さ、再生可能性、生物分解性から、これらの課題に対する有望なソリューションとして
注目されています。しかし、大規模でコスト効率の良い製造方法の確立が商業化のボト
ルネックとなっていました。ストーニーブルック大学とSWFT Labsの提携は、このボト
ルネックを解消し、CNFの市場投入を加速させるものです。これは、循環型経済への移
行を支援し、持続可能な材料科学の発展に貢献するものです。



今後の展望

この拡大された提携は、セルロースナノ材料が幅広い産業分野で革新的なソリューショ
ンを提供するための基盤を築きます。初期の農業分野での展開成功は、食品包装、自動
車部品、建設材料など、他の高価値市場への応用を加速させるでしょう。今後、SWFT

LabsはNOP技術をさらに最適化し、CNFの生産能力を拡大することで、グローバルなサ
プライチェーンにおける持続可能な材料の供給に大きく貢献することが期待されます。
この技術は、環境フットプリントの削減、資源の効率的な利用、そしてより持続可能な
未来の構築に向けた重要な一歩となります。

元記事: https://www.stonybrook.edu/ipp/news/3.18.26-sbu-swftlabs-expand-partnership.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.stonybrook.edu/ipp/news/3.18.26-sbu-swftlabs-expand-partnership.html


#10 ナノコンポジットが様々な産業で革新を牽引：新素材
の分類、合成、応用の包括的レビュー

概要

このレビュー記事は、ナノコンポジットの分類、合成経路、および多様な応用に関す

る包括的な概要を提供します。ナノコンポジットは、少なくとも1つのナノスケール次
元を持つ多相材料と定義され、機械的強度、熱安定性、環境適合性などの強化された

特性を提供します。これらは、包装、生物医学工学、航空宇宙、自動車、エレクトロ
ニクス、組織工学など、幅広い分野での応用が期待されています。

公開日 2026年07月22日  Bharatiya Vaigyanik evam Audyogik Anusandhan Patrika (BVAAP)  イ
ンド



詳細

主要成果

このレビュー記事は、ナノコンポジットの分類、合成方法、および多岐にわたる応用分
野に関する最新の知見を包括的にまとめました。ナノコンポジットは、少なくとも一つ
の構成要素がナノスケール（1〜100nm）の次元を持つ多相材料であり、その優れた特
性により幅広い産業で革新を牽引しています。

技術・臨床詳細

ナノコンポジットは、ポリマーマトリックスにナノ粒子、ナノチューブ、ナノシートな
どのナノフィラーを分散させることで作製されます。このナノスケールの組み込みによ
り、材料は従来の巨視的な複合材料では達成できなかった、ユニークで強化された特性
を発現します。例えば、機械的強度（引張強度、曲げ強度、衝撃強度）が顕著に向上
し、軽量化が実現されます。熱安定性も高まり、高温環境下での使用が可能になりま
す。また、バリア特性の向上により、包装材料のガス透過性を低減したり、耐腐食性を
高めたりすることもできます。導電性や光学的特性の調整も可能であり、電子機器やセ
ンサー分野での応用が期待されます。本レビューでは、層状ケイ酸塩、カーボンナノチ
ューブ、グラフェン、金属酸化物ナノ粒子など、様々なナノフィラーを用いたコンポジ
ットの合成技術と、その結果として得られる材料特性の相関関係について詳しく解説し
ています。

背景・業界文脈

材料科学の分野では、特定の性能要件を満たすために、複数の材料を組み合わせて新し
い複合材料を開発する努力が続けられてきました。ナノテクノロジーの進歩は、材料設
計に新たな次元を加え、ナノスケールでの材料相互作用を制御することで、飛躍的な性
能向上を可能にしました。これにより、ナノコンポジットは、軽量化、高強度化、耐久
性向上、多機能化といった産業界の主要な要求に応える形で急速に発展しています。特
に、航空宇宙分野では軽量高強度部品による燃費向上、自動車分野では安全性と燃費効
率の向上、医療分野では生体適合性インプラントやドラッグデリバリーシステム、エレ
クトロニクス分野では高性能センサーや薄膜デバイスへの応用が注目されています。



今後の展望

ナノコンポジットの研究開発は、今後も継続的な成長が見込まれます。将来的には、自
己修復機能、スマートセンシング機能、生体模倣機能など、より高度な機能を持つナノ
コンポジットが開発されるでしょう。また、持続可能な社会の実現に向けて、バイオ由
来のナノフィラーや生分解性マトリックスを用いたグリーンナノコンポジットの開発も
加速すると予測されます。これらの進展は、製造業、医療、エネルギー、環境保護な
ど、幅広い分野にわたる技術革新を推進し、より高性能で環境に優しい材料ソリューシ
ョンを提供することで、現代社会の多様な課題解決に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://or.niscpr.res.in/index.php/BVAAP/article/view/28315

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://or.niscpr.res.in/index.php/BVAAP/article/view/28315


#11 カーボンナノドットがCOVID-19対策のナノ薬剤とし
て注目：診断・治療への応用を展望

概要

このレビューは、炭素ナノドット（CDs）のCOVID-19対策への応用を探り、その生体
適合性、調整可能なフォトルミネッセンス、および豊富な表面化学を強調していま
す。CDsは、高感度かつ低検出限界のバイオセンシング、抗ウイルスナノ材料、およ

び蛍光ベースの検出方法として研究されています。記事は、合成経路、前駆体化合
物、ヘテロ原子ドーピング、および表面機能化がCDsの光学挙動と生物学的性能にど
のように影響するかを詳述しています。

公開日 2026年07月22日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本レビューは、炭素ナノドット（CDs）が、その優れた生体適合性、調整可能なフォト
ルミネッセンス特性、および多様な表面化学を活用し、COVID-19に対する有望なナノ
薬剤として浮上していることを明らかにしました。CDsは、診断ツールから治療薬候補
まで、幅広い応用が期待されています。

技術・臨床詳細

CDsは、炭素を主成分とする直径10nm以下のナノ粒子で、その物理化学的特性は合成経
路、前駆体物質、ドーピングされるヘテロ原子（N、S、Pなど）、および表面に付与さ
れる官能基によって大きく変化します。このレビューでは、特にCDsの蛍光特性が、
COVID-19ウイルスの高感度検出や、感染細胞の蛍光イメージングに応用できる可能性
を詳述しています。例えば、ウイルス抗原や抗体を捕捉するバイオセンサーとしての利
用では、高感度かつ低検出限界（pMレベル）での検出が報告されています。また、CDs

自体がウイルス粒子に結合し、その複製を阻害する直接的な抗ウイルス活性を持つ可能
性も示唆されており、新規の抗ウイルスナノ材料としての開発が進行中です。さらに、
CDsの表面を特定の受容体結合分子で修飾することで、ウイルス感染細胞への標的送達
も実現可能であり、薬剤送達システム（DDS）のキャリアとしての役割も期待されてい
ます。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミックは、迅速かつ正確な診断法と効果的な治療法の開発の必要性を
浮き彫りにしました。従来の診断法や治療法には限界があり、特に高感度な早期診断、
そして副作用の少ない標的治療薬の開発が課題でした。ナノテクノロジー、特にCDsの
ようなナノ材料は、これらの課題に対する革新的な解決策を提供できる可能性がありま
す。CDsの製造コストの低さ、生体適合性の高さ、そして容易な機能化は、世界的な健
康危機に対応するための新しいプラットフォームとして、大きな魅力を持ちます。



今後の展望

CDsをCOVID-19対策のナノ薬剤として活用する研究は、まだ初期段階にありますが、そ
の多機能性から将来性が非常に高いと評価されています。今後は、臨床試験における安
全性と有効性の検証、大規模生産技術の確立、および他の抗ウイルス剤との併用療法に
おけるシナジー効果の評価が主要な研究課題となるでしょう。また、COVID-19に限定
されず、他のウイルス感染症や細菌感染症に対しても、CDsをベースとした診断・治療
プラットフォームが開発される可能性があります。これにより、将来のパンデミックへ
の備えを強化し、公衆衛生の向上に貢献することが期待されます。

元記事: https://www.mdpi.com/2227-9717/14/14/2372

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2227-9717/14/14/2372


#12 IMEC、TSMC、Intel、Samsungが2D半導体トランジ
スタでシリコンの壁を越えムーアの法則を維持へ

概要

シリコントランジスタがスケーリングの限界に達する中、IMEC、TSMC、Intel、
Samsungといった主要企業は、次世代チップ向けに原子レベルの薄さを持つ2D半導体
へと目を向けています。硫化モリブデン（MoS2）などの2D材料は、数原子の厚さで

も電流の流れを優れた精度で制御し、リーク電流を防ぎ電力効率を向上させます。こ
の材料の根本的な転換は、ムーアの法則を維持し、コンピューティングを進化させる
上で不可欠です。

公開日 2026年07月19日  Internet Pros  アメリカ



詳細

主要成果

シリコントランジスタの微細化が物理的限界に近づく中、 IMEC、TSMC、 Intel、
Samsungといった半導体業界の主要なプレーヤーが、ムーアの法則を維持するために、
原子レベルの薄さを持つ二次元（2D）半導体材料を用いた次世代トランジスタの開発に
注力していることが明らかになりました。この動きは、半導体材料の根本的な転換点を
示しています。

技術・臨床詳細

従来のシリコントランジスタは、3次元構造（FinFETなど）を導入することで微細化を
進めてきましたが、ゲート長が数ナノメートルに達すると、短チャネル効果やリーク電
流の問題が顕著になります。これに対し、グラフェン、硫化モリブデン（MoS2）、二
硫化タングステン（WS2）といった2D材料は、その atomically thin な性質により、数
原子の厚さでも優れた静電ゲート制御を可能にします。これにより、トランジスタのオ
ン/オフ状態での電流リークを劇的に低減し、電力効率を大幅に向上させることができ
ます。特に、MoS2はシリコンに比べて約10分の1の電力で動作し、高速なスイッチング
速度を実現するとされています。IMECなどの研究機関は、これらの2D材料を既存の
CMOS製造プロセスと統合するための技術的課題、特に高品質な薄膜成長、欠陥のない
積層、そして電気的コンタクトの最適化に取り組んでいます。

背景・業界文脈

ムーアの法則は、半導体業界の成長を長年にわたり牽引してきましたが、物理的な限界
と製造コストの増大により、その継続が困難になってきています。2D半導体は、この課
題を克服し、ポスト・ムーア時代を拓く有望な候補として浮上しています。既存の半導
体企業がこの技術に大規模な投資を行っていることは、その潜在的な影響の大きさを物
語っています。2D材料への移行は、単なる材料変更に留まらず、トランジスタの設計ア
ーキテクチャや製造プロセス全体に大きな変革をもたらすでしょう。これにより、スマ
ートフォンからデータセンターまで、あらゆる電子機器の性能が向上し、新たな技術革
新が生まれる土壌が形成されます。



今後の展望

2D半導体トランジスタの実用化は、まだ初期段階にありますが、主要企業の積極的な開
発投資と研究機関のブレークスルーが、この技術の急速な進展を後押ししています。今
後数年で、より高性能でエネルギー効率の高いチップが市場に登場し、AI、IoT、量子
コンピューティングなどの最先端技術の発展を加速させることが期待されます。特に、
大規模生産における2D材料の品質と均一性の確保、およびコスト効率の高い製造プロセ
スの確立が、今後の主要な課題となるでしょう。この技術が成功すれば、半導体業界は
新たな成長局面に入り、コンピューティング能力の次のフロンティアが開かれることに
なります。

元記事: https://internet-pros.com/blog/2d-semiconductors-beyond-silicon-transistors-2026/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://internet-pros.com/blog/2d-semiconductors-beyond-silicon-transistors-2026/


#13 mRNA-LNP技術がCOVID-19ワクチンで有効性を実
証、ドラッグデリバリーのカスタマイズ性を強化

概要

この解説記事は、mRNA-脂質ナノ粒子（LNP）技術が、医薬品、ワクチン、治療薬分
野に革命をもたらす潜在力について議論しています。LNPはmRNA送達のための最も臨
床的に進んだプラットフォームとして強調されており、脂質組成、サイズ、表面特性

を高度にカスタマイズできることで、標的送達と低細胞毒性を実現します。COVID-19

mRNAワクチンでの成功は、その有効性を検証し、様々な疾患領域での開発を加速さ
せています。

公開日 2026年07月18日  Inside Therapeutics  アメリカ



詳細

主要成果

Inside Therapeuticsによるこの解説記事は、mRNA-脂質ナノ粒子（LNP）技術が、医薬
品、ワクチン、そして幅広い治療薬の分野に革命をもたらす画期的な進歩として評価し
ています。特に、COVID-19 mRNAワクチンにおけるLNPの成功が、その有効性を明確
に実証し、多様な疾患領域での応用開発を大きく加速させています。

技術・臨床詳細

LNPは、mRNAなどの核酸を細胞内に効率的に送達するための最先端キャリアシステム
です。その核心は、イオン化可能な脂質、リン脂質、コレステロール、PEG化脂質から
構成される脂質の精密な配合にあります。これらの脂質組成は、LNPのサイズ（通常
50-150nm）、表面電荷、生体内分布、細胞内取り込み経路、および免疫応答誘発能を
細かく調整可能にします。これにより、特定の細胞型や組織への標的送達が最適化さ
れ、オフターゲット効果や全身毒性を最小限に抑えることができます。例えば、
COVID-19ワクチンでは、LNPがmRNAを安定して細胞に送り届け、抗原タンパク質を一
時的に発現させることで強力な免疫応答を誘導しました。LNP技術の高度なカスタマイ
ズ性は、腫瘍特異的なmRNAがんワクチン、遺伝子編集ツール（CRISPR-Cas9）の送
達、タンパク質補充療法など、幅広い未充足の医療ニーズに対応する可能性を秘めてい
ます。

背景・業界文脈

mRNA技術は、遺伝子情報を直接利用して生体内で治療タンパク質を生成する革新的な
アプローチですが、生体内の酵素による分解を受けやすく、細胞膜を通過できないとい
う課題がありました。LNPは、この課題を解決するブレークスルーとして登場し、
mRNAを保護し、細胞への効率的な侵入を可能にすることで、mRNA医薬品の実用化に
不可欠な役割を果たしています。COVID-19パンデミック中のmRNAワクチンの迅速な開
発と大規模展開は、LNPプラットフォームの堅牢性と汎用性を世界に示し、製薬業界の
ランドスケープを大きく変えました。現在、多くのバイオ医薬品企業や研究機関がLNP

技術を基盤とした新規治療薬の開発に注力しており、市場規模は飛躍的に拡大すると予
測されています。



今後の展望

LNP技術は、今後の個別化医療の基盤技術として、さらなる進化が期待されます。特
に、特定の疾患バイオマーカーに反応するスマートLNP、標的細胞へのさらに高い選択
性を持つLNP、そして製造コストの削減と安定性向上に向けた新しい脂質化学の開発が
焦点となるでしょう。これにより、LNPは感染症だけでなく、がん、希少疾患、自己免
疫疾患、心血管疾患など、これまで治療が困難だった多くの疾患に対して、画期的な治
療選択肢を提供することが見込まれます。Inside TherapeuticsのようなLNP専門企業
は、この技術革新の中心となり、次世代の医薬品開発を牽引する重要な役割を果たすで
しょう。

元記事: https://insidetx.com/applications/payloads/mrna/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://insidetx.com/applications/payloads/mrna/


#14 GMGとAlstomが鉄道産業向けにグラフェン製品の共
同開発MOUを締結、HVACシステムを革新

概要

Graphene Manufacturing Group Ltd (GMG)が、鉄道産業向けにグラフェン製品を共同

開発するための世界的独占MOUをAlstomと締結しました。この提携は、特に鉄道車両
の暖房、換気、空調（HVAC）システムにグラフェンの特性を適用し、性能、耐久性、

効率の向上を目指すものです。この協力関係はGMGのグラフェン技術を検証し、技術
的に要求の厳しい分野で新たな収益源を開拓します。

公開日 2026年07月21日  Graphene Manufacturing Group Ltd (Press Release)  オーストラリ
ア



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group Ltd (GMG)は、世界的な鉄道輸送ソリューションのリー
ダーであるAlstomと、鉄道産業向けグラフェン製品の共同試験・開発に関する世界的独
占覚書（MOU）を締結しました。このMOUは、特に鉄道車両の暖房、換気、空調
（HVAC）システムの革新に焦点を当てています。

技術・臨床詳細

この戦略的提携は、GMGの先進的なグラフェン技術をAlstomの鉄道システム専門知識
と組み合わせることで、HVACシステムの性能を大幅に向上させることを目指していま
す。グラフェンは、その優れた熱伝導性、軽量性、強度、および耐久性から、HVACコ
ンポーネントの効率と信頼性を高める理想的な材料として期待されています。具体的に
は、グラフェン強化材料は、熱交換器の効率を改善し、システムの全体的なエネルギー
消費を削減する可能性があります。また、軽量化は鉄道車両の運行コストと環境負荷の
低減に寄与します。耐腐食性と耐摩耗性の向上は、HVACシステムのメンテナンス頻度
を減らし、運用寿命を延長することにつながります。初期のプロジェクトでは、特定の
HVACコンポーネントに対するグラフェンベースのソリューションの適用可能性と、そ
の性能向上効果の評価が行われる予定です。

背景・業界文脈

鉄道産業は、輸送効率、安全性、持続可能性の向上という絶え間ない圧力に直面してい
ます。特にHVACシステムは、乗客の快適性を確保する上で重要であると同時に、エネ
ルギー消費の大きな部分を占めています。グラフェンは、過去数年間で、そのユニーク
な特性が様々な産業で革新を促進する可能性を秘めていることが実証されてきました。
今回のGMGとAlstomのMOUは、グラフェンが単なる研究開発段階から、具体的な産業
応用へと移行していることを示すものであり、特に輸送インフラにおける革新的な材料
ソリューションへの需要の高まりを反映しています。



今後の展望

このMOUは、GMGのグラフェン技術の商業的検証をさらに進めるとともに、Alstomに
とって鉄道業界での競争優位性を確立する機会を提供します。成功すれば、このパート
ナーシップは、鉄道HVACシステムにおけるグラフェンの広範な採用につながり、GMG

にとって新たな重要な収益源を確立するでしょう。将来的には、グラフェン技術は
HVACシステムだけでなく、鉄道車両の構造部品、バッテリー、センサーなど、他の分
野にも応用される可能性があり、鉄道産業全体の技術革新を加速させることが期待され
ます。この提携は、持続可能で高性能な公共交通システム構築に向けた重要な一歩とな
ります。

元記事: https://graphenemg.com/gmg-executes-mou-to-co-develop-exclusive-graphene-products-

with-alstom-for-rail-industry/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://graphenemg.com/gmg-executes-mou-to-co-develop-exclusive-graphene-products-with-alstom-for-rail-industry/
https://graphenemg.com/gmg-executes-mou-to-co-develop-exclusive-graphene-products-with-alstom-for-rail-industry/


#15 mRNAワクチンパッチ、ポリマーマトリックス乾燥で
安定性向上：コールドチェーン不要の流通へ

概要

Advanced Functional Materials誌の新しい研究は、mRNAワクチンナノ粒子がポリマー
マトリックス中で乾燥される際に安定性を維持できることを示唆しており、これはコ
ールドチェーン貯蔵の必要性を排除する可能性を秘めた画期的な発見です。この進展

は、ワクチンアクセスへの大きな障壁を取り除きます。研究者らは、ポリマー対
mRNA比が320:1以上の場合に再水和によって元の構造が回復することを発見し、より
アクセスしやすく、物流が簡素化されたmRNAワクチンの流通への道を開きます。

公開日 2026年07月16日  Managed Healthcare Executive  アメリカ



詳細

主要成果

『Advanced Functional Materials』誌に掲載された研究により、mRNAワクチンナノ粒
子がポリマーマトリックス中で乾燥される際に安定性を維持できることが示されまし
た。この画期的な発見は、mRNAワクチン配布におけるコールドチェーン貯蔵の必要性
を排除する可能性を秘めており、世界的なワクチンアクセスを劇的に改善する道を開く
ものです。

技術・臨床詳細

mRNAワクチンは、その有効性にもかかわらず、極低温での保管・輸送が必要なため、
特に資源が限られた地域での普及が課題となっていました。研究チームは、mRNAナノ
粒子を特定のポリマーマトリックスに組み込み、それを乾燥させることで、室温環境下
でもRNA分子の完全性を維持できることを実証しました。特に重要な発見は、ポリマー
対mRNAの質量比が320:1以上で乾燥させた場合、乾燥後に水和することで、mRNAの構
造と機能（タンパク質発現能力）がほぼ完全に回復することです。これは、乾燥プロセ
スがmRNAの分解や損傷を引き起こさず、その活性を保持できることを意味します。こ
の技術は、微細な針を持つマイクロニードルパッチに適用することで、自己投与可能な
ワクチンとして開発される可能性があり、医療従事者がいない地域や自宅での接種を可
能にします。

背景・業界文脈

mRNAワクチンは、COVID-19パンデミックにおいてその迅速な開発と高い有効性で世界
を変革しました。しかし、ワクチンの公平なアクセスを確保するためには、超低温貯蔵
というロジスティック上の大きな課題を解決する必要がありました。この研究は、製薬
業界が長年取り組んできたこの課題に対する有望なソリューションを提供します。コー
ルドチェーンが不要になれば、開発途上国を含むあらゆる地域でのワクチン供給が容易
になり、パンデミックへの対応力も大幅に向上するでしょう。これは、公衆衛生のグロ
ーバルな改善に直接貢献するものです。



今後の展望

今回の研究成果は、将来のmRNAワクチン技術の基盤を確立するものであり、今後の展
開に大きな期待が寄せられています。次なるステップとしては、この乾燥安定化技術が
ヒト臨床試験で安全性と有効性を証明し、長期的な安定性データが蓄積されることが重
要です。また、マイクロニードルパッチとしての最適な設計と製造プロセスの確立も進
められるでしょう。この技術が普及すれば、インフルエンザ、麻疹、エボラウイルスな
ど、他の感染症に対するmRNAワクチンの開発と配布も加速し、将来的には個々人に合
わせた治療用mRNA製剤の常温流通も可能となるかもしれません。これは、世界の医療
アクセスの未来を再定義する可能性を秘めています。

元記事: https://www.managedhealthcareexecutive.com/view/are-skin-patches-the-future-of-mrna-

vaccine-technology-

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.managedhealthcareexecutive.com/view/are-skin-patches-the-future-of-mrna-vaccine-technology-
https://www.managedhealthcareexecutive.com/view/are-skin-patches-the-future-of-mrna-vaccine-technology-


#16 刺激応答性バイオミメティックナノメディシンが脳虚
血性脳卒中を標的、ROS応答で治療効果を増強

概要

本研究は、脳虚血性脳卒中の標的治療に向けた刺激応答性バイオミメティックナノメ
ディシンに焦点を当てています。虚血性微小環境における活性酸素種（ROS）レベル
に応答するナノキャリアを利用。これらのプラットフォームは、カスケード療法のた

めの複数の機能モジュールを統合し、標的薬物送達、制御された治療放出、および神
経保護効果の向上を実現します。この設計原則により、ナノメディシンは、標的化、
診断、モニタリング、および治療を統合できるインテリジェントなシステムへと進化

します。

公開日 2026年07月21日  International Journal of Nanomedicine (IJN)  国際



詳細

主要成果

本研究は、脳虚血性脳卒中の標的治療を目的とした刺激応答性バイオミメティックナノ
メディシンに関する最新の進展を報告しています。特に、虚血性微小環境で異常に増加
する活性酸素種（ROS）のレベルに応答して薬剤を放出するナノキャリアシステムが開
発され、従来の治療法と比較して治療効果の大幅な増強が期待されます。

技術・臨床詳細

開発されたナノメディシンは、細胞膜を模倣したバイオミメティック構造を持つナノキ
ャリアであり、高い生体適合性と生体内安定性を備えています。このナノキャリアに
は、ROSに応答して薬剤を放出する感応性ポリマーやリンカーが組み込まれており、虚
血部位でのみ特異的に作用します。例えば、ROSレベルが閾値を超えると、ナノキャリ
アの構造が変化し、神経保護作用を持つ薬剤や抗炎症剤が局所的に、かつ制御された速
度で放出されます。これにより、薬剤のオフターゲット毒性を最小限に抑えつつ、虚血
による細胞損傷を効果的に防ぎ、神経細胞の生存率を向上させます。前臨床モデルで
は、このナノメディシンが脳の損傷領域に効率的に蓄積し、炎症反応の抑制、血液脳関
門の保護、そして神経機能回復の促進に貢献することが示されています。複数の治療モ
ジュールを統合する「カスケード療法」設計により、血管再灌流後の二次損傷も効果的
に管理できる可能性があります。

背景・業界文脈

脳虚血性脳卒中は、世界中で死亡および重度障害の主要な原因であり、既存の治療法に
は限界があります。特に、血栓溶解療法は発症から限られた時間内にしか適用できず、
脳組織への二次損傷（再灌流傷害）も大きな課題です。ナノテクノロジーは、血液脳関
門の突破、病変部位への特異的送達、および治療薬の制御された放出を可能にするた
め、脳卒中治療に革新をもたらす可能性を秘めています。ROSは虚血性脳卒中における
主要な病態生理学的要因であるため、これに応答するナノメディシンは、精密医療の観
点から非常に魅力的です。



今後の展望

この刺激応答性バイオミメティックナノメディシンの開発は、脳虚血性脳卒中の治療戦
略にパラダイムシフトをもたらす可能性を秘めています。将来的には、診断用イメージ
ング剤と治療薬を一体化したテラノスティクスシステムとして進化し、脳卒中発症時の
早期診断から、病態進行のリアルタイムモニタリング、そして個別化された治療へと応
用されることが期待されます。さらなる前臨床および臨床試験を通じて、その安全性と
有効性が検証されれば、脳卒中患者の予後を大きく改善し、QOLを向上させる画期的な
治療法となるでしょう。

元記事: https://www.dovepress.com/stimuli-responsive-biomimetic-nanomedicines-for-targeted-

therapy-in-is-peer-reviewed-fulltext-article-IJN

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.dovepress.com/stimuli-responsive-biomimetic-nanomedicines-for-targeted-therapy-in-is-peer-reviewed-fulltext-article-IJN
https://www.dovepress.com/stimuli-responsive-biomimetic-nanomedicines-for-targeted-therapy-in-is-peer-reviewed-fulltext-article-IJN


#17 マンガンをドープしたカーボンナノドットが次世代
MRIおよび蛍光イメージング剤として有望視

概要

この研究は、マンガンをドープしたカーボンナノドット（CNDs）を、MRIおよび蛍光
イメージング用の次世代デュアルモダルイメージング剤として探求しています。CNDs

は、固有の蛍光性、優れた生体適合性、および容易な表面機能化といった利点から、

生物医学応用において有望です。マンガンとのドーピングは、Gdベースの造影剤に代
わる低毒性代替品を提供し、磁気共鳴イメージングと蛍光イメージング機能を統合し
てテラノスティクス用途への道を開きます。

公開日 2026年07月20日  ACS Nano (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、マンガンをドープしたカーボンナノドット（CNDs）が、磁気共鳴画像法
（MRI）と蛍光イメージングの両方に対応する次世代のデュアルモダルイメージング剤
として極めて有望であることを明らかにしました。これにより、診断精度と患者安全性
の向上が期待されます。

技術・臨床詳細

CNDsは、直径が10ナノメートル未満の炭素ベースのナノ粒子であり、その固有の蛍光
特性、優れた生体適合性、および表面修飾の容易さから、生物医学分野での応用が注目
されています。従来のMRI造影剤はガドリニウム（Gd）ベースのものが主流ですが、腎
機能障害のある患者におけるリスクや、体内への残留といった懸念があります。本研究
では、CNDsにマンガン（Mn）をドーピングすることで、Gdベースの造影剤と比較して
はるかに低毒性で安全性の高い代替品を開発しました。マンガンは常磁性特性を持つた
め、MRI信号を増強することが可能です。さらに、CNDsの蛍光特性は、高解像度のin

vitroおよびin vivoでの蛍光イメージングを可能にし、細胞レベルでの詳細な情報を取得
できます。このデュアルモダルな機能により、生体内でのCNDsの正確な位置特定と動
態追跡が可能となり、テラノスティクス（診断と治療の統合）戦略への応用が期待され
ます。特に、特定のバイオマーカーに標的化する表面機能化を行うことで、がんなどの
疾患の早期診断と治療効果のリアルタイムモニタリングが可能になるでしょう。

背景・業界文脈

イメージング技術は、疾患の早期診断、病態進行のモニタリング、治療効果の評価にお
いて不可欠です。しかし、既存の単一モダリティイメージングは、それぞれに長所と短
所があり、より包括的な情報を提供するためには複数の技術を組み合わせる必要があり
ます。デュアルモダルイメージング剤は、この課題を克服し、相補的な情報を同時に提
供することで診断精度を向上させます。また、造影剤の安全性に対する懸念が高まる
中、低毒性で生体適合性の高い代替材料の開発は、医療業界において喫緊の課題となっ
ています。マンガンをドープしたCNDsは、この両方の要求に応える画期的なソリュー
ションとして位置付けられます。



今後の展望

マンガンをドープしたCNDsは、次世代の医療イメージング剤として非常に大きな可能
性を秘めています。今後は、さらなる動物モデルでの評価、および最終的にはヒト臨床
試験での安全性と有効性の検証が不可欠です。また、がんや神経変性疾患など、特定の
疾患に対する標的化能力をさらに高めるための表面修飾技術の開発も進められるでしょ
う。この技術が実用化されれば、より早期かつ正確な診断が可能となり、患者のQOL向
上と予後の改善に大きく貢献することが期待されます。これは、個別化医療の実現に向
けた重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c03209

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c03209


#18 ナノテクノロジーが卵巣がんの早期診断と標的治療を
革新し、患者のQOL向上に貢献

概要

この論文は、卵巣がん管理におけるナノテクノロジーの急速な進歩、特に早期診断と
標的治療に焦点を当てて議論しています。1～100nmスケールで設計されたナノ粒子
は、標的薬物送達、イメージング、バイオマーカー検出のための独自の特性を持って

います。金ナノ粒子（AuNPs）と超常磁性酸化鉄ナノ粒子（SPIONs）は、リアルタイ
ムイメージング、局所的な熱誘導、磁気標的化を可能にするテラノスティクス能力に
より、治療の精密性を高める可能性が強調されています。

公開日 2026年07月19日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本論文は、ナノテクノロジーが卵巣がんの早期診断と標的治療に画期的な進歩をもたら
し、患者の生活の質（QOL）向上に大きく貢献していることを明らかにしました。特
に、診断と治療を同時に行う「テラノスティクス」アプローチの可能性が強調されてい
ます。

技術・臨床詳細

卵巣がんは、その初期症状が非特異的であるため早期発見が難しく、進行がんで発見さ
れるケースが多いという課題を抱えています。ナノ粒子は、1〜100ナノメートルの微細
なサイズと調整可能な表面特性により、従来の診断・治療法では到達困難な精密なアプ
ローチを可能にします。具体的には、金ナノ粒子（AuNPs）は、その優れた光学的特性
（表面プラズモン共鳴）を利用して、がん細胞の高感度な検出や、光熱療法による局所
的な熱誘導によるがん細胞の破壊に応用されます。また、AuNPsは画像診断のコントラ
スト剤としても機能し、リアルタイムでの腫瘍の視覚化を可能にします。超常磁性酸化
鉄ナノ粒子（SPIONs）は、MRIの造影効果を大幅に高めるだけでなく、外部磁場を利用
してがん細胞へ物理的に標的化することが可能です。これにより、薬剤を腫瘍部位に集
中させ、全身毒性を低減しながら治療効果を最大化できます。これらのナノ粒子は、特
定の卵巣がんバイオマーカー（例えばCA-125）に特異的に結合するように表面修飾す
ることで、早期段階での診断精度を向上させ、個別化された治療戦略を可能にする高い
ポテンシャルを秘めています。

背景・業界文脈

卵巣がんは、世界中で女性のがん関連死の主要な原因の一つであり、その予後不良は主
に早期診断の困難さに起因しています。従来の診断法（超音波、CT、MRI、CA-125マー
カーなど）は、進行がんでの感度・特異度に限界がありました。ナノテクノロジーは、
分子レベルでの介入を可能にし、これらの限界を克服する新たな希望をもたらします。
テラノスティクスという概念は、診断と治療の統合を推進するもので、個別化医療の進
展において不可欠な役割を担っています。ナノ粒子は、その多機能性から、このテラノ
スティクスアプローチを実現するための理想的なプラットフォームとして注目を集めて
います。



今後の展望

卵巣がんにおけるナノテクノロジーの応用は、今後さらなる加速が期待されます。将来
的には、より高度な多機能ナノ粒子システムが開発され、複数の診断モダリティと治療
モダリティを統合することで、より包括的な卵巣がん管理が可能となるでしょう。特
に、液体生検における循環腫瘍細胞（CTC）や循環腫瘍DNA（ctDNA）の超高感度検出
への応用、および化学療法や放射線療法との併用による治療相乗効果の検証が次の焦点
となります。これらの進展は、卵巣がん患者の早期発見率と治療成功率を大幅に向上さ
せ、最終的に患者のQOLと生存率を改善するための重要なステップとなることが期待さ
れます。

元記事: https://www.mdpi.com/2073-4409/15/14/1248

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2073-4409/15/14/1248


#19 ナノポアを介したmRNA-LNPの精密かつ連続合成、
COVID-19ワクチン開発を加速

概要

この研究は、COVID-19ワクチンや他のRNA治療薬に不可欠なmRNA封入脂質ナノ粒子
（LNPs）の精密かつ連続的な合成を可能にする、ナノポアを介した組み立て手法を提
示しています。この技術は、バイオディストリビューションと治療効果に影響を与え

る、LNPの定義された物理化学的特性を再現性高く、スケールで生成するという課題
に対処します。このスケーラブルなアプローチは、多様な脂質化学と核酸ペイロード
に対応し、将来のmRNAワクチンおよび治療薬の開発を前進させます。

公開日 2026年07月17日  ACS Nano (ACS Publications)  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、ナノポアを介した革新的な組み立て方法を開発し、COVID-19ワクチンや将
来のRNA治療薬に不可欠なmRNA封入脂質ナノ粒子（LNPs）の精密かつ連続的な合成を
可能にしました。この技術は、再現性とスケーラビリティの両面でLNP製造の課題を解
決するものです。

技術・臨床詳細

mRNA-LNPの物理化学的特性、特にサイズ、ポリ分散性指数（PDI）、および封入効率
は、その生体内分布、細胞取り込み、免疫応答、および治療効果に直接影響を与えま
す。従来のLNP製造方法は、バッチ式であったり、スケールアップ時に品質の不均一性
が生じたりする課題がありました。本研究で開発されたナノポアを介したアセンブリ手
法では、マイクロ流体デバイス内に構築された精密なナノポアチャンネルを利用し、脂
質溶液とmRNA溶液を正確な比率と流速で混合することで、均一なLNPを連続的に生成
します。このプロセスにより、LNPの平均直径を約80～120ナノメートルに、PDIを0.1

未満に、mRNAの封入効率を95%以上に安定して制御できることが実証されました。こ
れにより、LNPの品質が大幅に向上し、高い治療効果と安全性が期待されます。このシ
ステムは、異なる脂質組成や様々な核酸ペイロード（例えば、siRNA、sgRNA）にも容
易に対応可能であり、その汎用性は非常に高いです。

背景・業界文脈

mRNA技術は、COVID-19ワクチンの成功により、医薬品開発の最前線に躍り出ました。
しかし、mRNA製剤の大量生産と品質管理は依然として複雑な課題です。特に、LNPの
ようなナノキャリアの製造において、バッチ間の再現性と均一性を確保しつつ、コスト
効率の高い大規模生産を実現することは、業界全体の目標です。本研究のナノポア技術
は、この製造上のボトルネックを解消し、mRNA治療薬の迅速な市場投入と普及を加速
するための重要な基盤技術となるでしょう。



今後の展望

このナノポアを介したLNP合成方法は、COVID-19ワクチンだけでなく、がん免疫療法、
遺伝子治療、再生医療など、幅広いRNA治療薬の開発を大きく前進させます。今後は、
この技術のさらなるスケールアップと自動化、およびヒト臨床試験に向けたGMP

（Good Manufacturing Practice）基準への適合が焦点となります。また、将来的には、
特定の疾患部位への送達効率をさらに高めるためのLNPの表面修飾技術との組み合わせ
や、治療応答をリアルタイムでモニタリングできるスマートLNPの製造にも応用される
可能性があります。これにより、個別化医療の実現に向けた、より効果的で安全な
mRNA治療薬の提供が期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c00729

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsnano.6c00729


#20 2D材料とファンデルワールスヘテロ構造向けにリソ
グラフィフリーの電気接点作製法を確立

概要

この研究は、2D材料およびファンデルワールスヘテロ構造向けの、テーブルトップで
リソグラフィフリーの電気接点作製法として、銀ペイントマイクロマニピュレーショ
ン（SPMM）を導入しました。このアディティブかつ室温でのアプローチは、従来の

クリーンルーム処理に必須だった過酷な化学溶剤や高温を不要にします。SPMMで作
製されたデバイス、例えば多層グラフェンやMoS2電界効果トランジスタは、線形オー
ミック挙動、環境安定性、および光電子・フレキシブルデバイス用途における高い応

答性を示します。

公開日 2026年07月23日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本研究は、2D材料およびファンデルワールスヘテロ構造に対して、リソグラフィプロセ
スを必要としない新しい電気接点作製法である銀ペイントマイクロマニピュレーション
（SPMM）を確立しました。この技術は、クリーンルーム設備への依存を低減し、デバ
イス開発のコストと時間を大幅に削減する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

従来の2D材料デバイス製造では、フォトリソグラフィや電子ビームリソグラフィなどの
複雑でコストのかかるクリーンルームプロセスが不可欠であり、これには多くの時間と
専門知識が必要でした。SPMMは、室温で機能するアディティブな手法であり、微細な
銀ペイントをマイクロマニピュレーターで直接2D材料の表面に塗布することで、電気接
点を作製します。このプロセスは、従来のプロセスで頻繁に使用される腐食性の化学溶
剤や、材料に熱損傷を与える可能性のある高温処理を避けることができます。研究チー
ムは、多層グラフェンと硫化モリブデン（MoS2）の電界効果トランジスタ（FET）に
SPMMを適用し、その性能を評価しました。結果として、作製されたデバイスは、線形
オーミック挙動を示し、優れた電気的接触特性を持つことが確認されました。また、こ
れらのデバイスは環境に対して安定であり、長期間にわたって信頼性の高い動作を維持
することが示されました。光電子デバイスにおいては、高い応答性を示し、光検出器や
フレキシブルディスプレイへの応用が期待されます。

背景・業界文脈

グラフェンやMoS2といった2D材料は、その優れた電気的・光学的特性から、次世代の
高速・低消費電力電子デバイスやフレキシブルデバイスの実現に向けて大きな注目を集
めています。しかし、これらの材料の潜在能力を最大限に引き出すためには、高品質な
電気接点を簡便かつ効率的に作製する技術が不可欠でした。従来の製造プロセスの複雑
さとコストは、2D材料の商業化を阻む主要な障壁の一つでした。SPMMは、このボトル
ネックを解消し、より多くの研究者や企業が2D材料デバイスの開発にアクセスできる道
を開くものです。



今後の展望

SPMM技術は、2D材料ベースのプロトタイプ開発を加速させ、研究室レベルでのアイデ
アから商業製品への移行を支援する強力なツールとなるでしょう。今後は、SPMMの解
像度と再現性をさらに向上させるための自動化技術の開発や、より多様な2D材料および
デバイス構造への適用可能性の検証が焦点となります。フレキシブルエレクトロニク
ス、ウェアラブルデバイス、IoTセンサーなど、様々な分野での応用が期待され、2D材
料技術の普及と実用化に大きく貢献することが予測されます。これは、材料科学と電子
工学の融合によって、デバイス製造の新たなパラダイムを構築する重要な一歩となりま
す。

元記事: https://www.mdpi.com/2072-666X/17/7/844

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2072-666X/17/7/844


#21 2026年カブリ賞ナノサイエンス部門、量子材料を革
新した「ツイストロニクス」研究者に授与

概要

2026年カブリ賞ナノサイエンス部門は、原子層間のねじれを利用して新たな量子状態
を創出する「ツイストロニクス」の先駆的な研究に対して、エヴァ・アンドレイ氏、
パブロ・ハリロ＝ヘレロ氏、アラン・マクドナルド氏に授与されました。グラフェン

層のわずかなずれが電子特性を劇的に変化させるという彼らの発見は、量子材料の理
解を根本的に変革しました。このブレークスルーは、将来の量子技術開発に新たな道
を拓きます。

公開日 2026年07月23日  NTU Singapore (カブリ財団を引用)  シンガポール



詳細

主要成果

2026年カブリ賞ナノサイエンス部門は、エヴァ・アンドレイ教授、パブロ・ハリロ＝ヘ
レロ教授、アラン・マクドナルド教授の3名に対し、原子層のわずかなねじれが物質の
量子状態を根本的に変える「ツイストロニクス」という画期的な分野を開拓した功績を
称え、授与されました。彼らの研究は、グラフェン層間の角度が電子特性に劇的な影響
を与えることを実証し、量子材料科学の新たな地平を切り開きました。

技術・臨床詳細

「ツイストロニクス」とは、二次元材料、特にグラフェンなどの原子的に薄い層を重ね
合わせ、その層間に微小な回転角度（ねじれ角）を導入することで、全く新しい電子特
性や量子現象を発現させる技術です。アンドレイ教授らは、グラフェン二層をわずか
1.1度の「魔法角」でねじると、超伝導性や絶縁体転移といった特異な量子現象が発現
することを実験的に初めて観測しました。ハリロ＝ヘレロ教授は、このねじれ角の精密
な制御が、材料の電気的、磁気的、光学的特性を劇的に調整可能にすることを示しまし
た。マクドナルド教授は、理論物理学の観点から、これらの現象を説明する画期的な理
論モデルを構築し、ねじれ角と電子バンド構造の変化との間の数学的関係性を明らかに
しました。この現象は、単なる材料の組み合わせでは実現できない新しい物性を示し、
特に超伝導材料の設計における新たなパラダイムを提供します。

背景・業界文脈

量子材料科学は、物理学の最も活発な分野の一つであり、電子の挙動を根本的に理解
し、新たな機能を持つ材料を開発することを目指しています。従来、材料の特性は主に
その化学組成や結晶構造によって決定されると考えられてきましたが、「ツイストロニ
クス」の発見は、層間の幾何学的配置という新たな自由度が物質特性に深く影響を与え
ることを示しました。これは、単なる微細加工技術の進歩を超え、物質設計の概念自体
を拡張するものです。この研究は、量子コンピューティング、エネルギー貯蔵、高性能
センサーなど、様々な最先端技術の基盤となる可能性を秘めており、世界中の研究機関
や企業がこの分野への投資を加速させています。



今後の展望

2026年カブリ賞の授与は、「ツイストロニクス」分野の重要性と将来性を改めて世界に
知らしめるものです。今後、この分野はさらに拡大し、グラフェン以外の様々な2D材料
（例：二硫化モリブデン、窒化ホウ素など）への応用や、より複雑な多層構造を用いた
新機能材料の開発が加速すると予測されます。これにより、室温超伝導体、トポロジカ
ル量子コンピュータの基本要素、高効率な光電子デバイスなど、これまで実現不可能と
考えられていた技術のブレークスルーが期待されます。この研究は、基礎科学が技術革
新にどのように貢献し、未来社会を形作るかを示す模範的な事例となるでしょう。

元記事: https://www.ntu.edu.sg/ias/news-events/news/detail/the-twist-that-transformed-quantum-

materials--the-2026-kavli-prize-in-nanoscience

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ntu.edu.sg/ias/news-events/news/detail/the-twist-that-transformed-quantum-materials--the-2026-kavli-prize-in-nanoscience
https://www.ntu.edu.sg/ias/news-events/news/detail/the-twist-that-transformed-quantum-materials--the-2026-kavli-prize-in-nanoscience


#22 グラフェン企業が米国特許とインフラ契約獲得、戦略
的材料としての価値向上へ

概要

先進材料とインフラ分野における革新が、知的財産、商業的検証、およびプロジェク
トのバックログ増加を伴う企業を特集する記事で強調されています。Argo社は、グラ
フェンがエネルギー貯蔵や半導体などの高成長産業向けの製品に活用されると確信し

ていると報じられ、Xeriant社は耐火複合材料技術に関する新しい米国特許を取得しま
した。これらの進展は、回復力のあるインフラと環境に配慮した材料への投資が増加
していることを示しています。

公開日 2026年07月17日  GlobeNewswire  アメリカ



詳細

主要成果

先進材料とインフラ分野における主要企業が、知的財産権の獲得、商業的検証、および
大型プロジェクト契約の獲得を通じて、目覚ましい成長と革新を遂げていることが強調
されました。特に、グラフェン関連企業が特許を取得し、多額のインフラ契約を獲得し
ています。

技術・臨床詳細

記事では、Argo社がグラフェン強化製品の商業化に強い自信を持っていることが言及さ
れています。グラフェンは、その卓越した電気伝導性、機械的強度、軽量性から、エネ
ルギー貯蔵（バッテリーやスーパーキャパシタ）、半導体、高性能複合材料など、多岐
にわたる高成長産業で革命的な応用を可能にします。Argo社は、この素材の潜在能力を
最大限に引き出すための技術開発と応用を推進しています。また、Xeriant社は、航空宇
宙および建設分野で重要な意味を持つ耐火複合材料技術に関する新しい米国特許（特許
番号は未記載）を取得しました。この技術は、高い耐火性能を持つ軽量な構造材料を提
供することで、安全性と耐久性を向上させ、既存材料の代替となるものです。これらの
技術的進展は、個々の材料が持つ固有の限界を克服し、より高性能で安全なソリューシ
ョンを提供する上で不可欠です。

背景・業界文脈

現代社会は、気候変動、資源制約、インフラの老朽化といった複数の課題に直面してお
り、これらに対処するためには、材料科学におけるブレークスルーが不可欠です。高性
能で環境に優しい新素材への需要は、世界的に高まっています。特に、グラフェンはそ
の発見以来「奇跡の素材」として注目されてきましたが、製造コストとスケーラビリテ
ィが商業化の障壁となっていました。今回のニュースは、これらの課題が克服されつつ
あり、グラフェンおよびその他の先進材料が市場で実用的なソリューションとして受け
入れられ始めていることを示唆しています。また、米国政府によるインフラ投資の増加
は、このような革新的な材料技術の採用を加速させる重要な要因となっています。



今後の展望

グラフェンおよび先進複合材料分野における特許取得と大型契約の獲得は、これらの技
術が研究室レベルから大規模な商業展開へと移行していることを明確に示しています。
Argo社やXeriant社のような企業は、これらの技術を核として、持続可能で回復力のあ
る未来のインフラを構築する上で重要な役割を果たすでしょう。今後は、さらなる製造
プロセスの最適化、コスト削減、および様々な産業分野への応用拡大が焦点となりま
す。この進展は、エネルギー効率の向上、CO2排出量の削減、そしてより安全で持続可
能な製品の開発に貢献し、経済成長と環境保護の両立を可能にするものと期待されま
す。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/17/3329170/0/en/patent-power-

graphene-leadership-and-an-815-million-infrastructure-win.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/17/3329170/0/en/patent-power-graphene-leadership-and-an-815-million-infrastructure-win.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/07/17/3329170/0/en/patent-power-graphene-leadership-and-an-815-million-infrastructure-win.html


#23 クリーンルーム規格ISO分類ガイド公開、ナノテクノ
ロジー研究のISO Class 1要求事項を解説

概要

このガイドは、ISOクリーンルーム分類規格を解説しており、特にナノテクノロジー研
究や高度な半導体製造においてISO Class 1が重要であることを強調しています。現代
のナノテクノロジーに不可欠な、より小さなサブミクロン粒子（0.1µm）分類への移

行に焦点を当てています。また、ISO Class 2を達成するためには、気密性と構造的剛
性の必要性から、剛性壁システムが必須であることも指摘しています。

公開日 2026年07月16日  RaxPanel  アメリカ



詳細

主要成果

このガイドは、ISOクリーンルーム分類規格について詳細に解説し、特にナノテクノロ
ジー研究および高度な半導体製造におけるISO Class 1の重要性を強調しています。この
規格は、極めてクリーンな環境が必要とされる最先端分野での品質と安全性を確保する
ために不可欠です。

技術・臨床詳細

ISO 14644-1規格に基づくクリーンルーム分類は、空気中の粒子濃度に基づいて定義さ
れ、ISO Class 1が最も厳しい清浄度レベルです。ナノテクノロジー分野では、0.1µm以
下の微小なナノ粒子が研究対象や製造プロセスに影響を与えるため、ISO Class 1のよう
な極めて低い粒子濃度が要求されます。このガイドは、従来のクリーンルーム分類が
0.5µm粒子に焦点を当てていたのに対し、現代のナノテクノロジーでは0.1µmの粒子分
類が重要であることを明記しています。具体的に、ISO Class 1では、1立方メートルあ
たりの0.1µm粒子の最大許容濃度がわずか10個に制限されます。これを達成するために
は、HEPAフィルターやULPAフィルターによる高度な空気ろ過、層流空気の流れ、そし
て微粒子発生を最小限に抑えるための厳格なプロトコルが必要です。さらに、ISO Class
2を達成するためには、気密性と構造的な剛性が求められるため、剛性壁システムが必
須であると指摘されています。

背景・業界文脈

半導体製造、ナノテクノロジー、精密医療機器、航空宇宙産業など、最先端の技術分野
では、製品の性能と信頼性を確保するために、微粒子汚染の厳格な管理が不可欠です。
ナノスケールでの作業においては、ごく微量の塵や微生物が製品に重大な欠陥を引き起
こす可能性があります。そのため、国際的なクリーンルーム規格は、これらの産業の成
長とイノベーションを支える基盤となっています。特に、ナノテクノロジーの進展に伴
い、より微細な粒子に対する清浄度基準の必要性が高まっており、ISO規格の改訂とそ
れに伴う運用ガイドラインの整備は、業界のニーズに応えるものです。



今後の展望

ISOクリーンルーム規格に関するこの解説は、ナノテクノロジー分野の技術者、研究
者、および投資家にとって、クリーンルーム設計と運用に関する重要な指針となりま
す。今後、ナノデバイスのさらなる微細化と複雑化が進むにつれて、ISO Class 1を超え
る超高純度環境の要求が高まる可能性があります。また、AIとIoTを活用したリアルタ
イムモニタリングシステムや、汚染源を特定し自動で対処するスマートクリーンルーム
技術の開発も加速するでしょう。これにより、製造プロセスの効率化、歩留まりの向
上、そして最終製品の品質向上に大きく貢献し、ナノテクノロジー産業のさらなる発展
を後押しすることが期待されます。

元記事: https://www.raxpanel.com/blog/clean-room-standards-explained-iso-classification-guide/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.raxpanel.com/blog/clean-room-standards-explained-iso-classification-guide/


#24 HydroGraph、グラフェンを米国の戦略的材料として
推進、国内生産施設を計画

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンを米国の重要材料として指定するよう提
唱し、連邦政府および防衛関連の機会に焦点を拡大しています。同社は、グラフェン
を単なる産業用途だけでなく、国家戦略的価値を持つ材料として位置付けることを目

指しています。HydroGraphは、国内生産と大規模な米国グラフェン施設の計画を中心
に商業化戦略を構築しています。

公開日 2026年07月23日  PRISM MarketView  アメリカ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェンを米国の「重要材料」に指定するよう連邦
政府に働きかけ、同社の商業化戦略を連邦政府および防衛関連の機会に拡大しているこ
とを発表しました。この動きは、グラフェンの産業的価値だけでなく、その国家戦略的
価値を強調するものです。

技術・臨床詳細

HydroGraphは、特許取得済みの独自のプロセスを用いて、高品質な「FGA™グラフェ
ン」（Flash Graphene）を製造しています。このグラフェンは、高い純度と均一性、そ
して優れた電気伝導性および熱伝導性を特徴としており、国防、航空宇宙、エネルギー
貯蔵、高度なセンサー技術など、国家安全保障に直結する幅広い分野での応用が期待さ
れています。同社は、特に高強度軽量複合材料、高性能バッテリー電極、および電磁波
シールド材としてのグラフェンの可能性に注目しています。グラフェンが重要材料に指
定されれば、政府からの研究開発資金、国内サプライチェーンの強化、そして優先的な
調達機会が得られる可能性があります。HydroGraphは、この戦略を支援するため、米
国国内に大規模なグラフェン製造施設を建設する計画を推進しており、これにより安定
した供給体制と技術独立性を確保することを目指しています。

背景・業界文脈

近年、多くの国々が自国の経済と安全保障にとって重要な鉱物や材料を「重要材料
（Critical Materials）」として指定し、そのサプライチェーンの安定化と国内生産能力
の強化を図っています。グラフェンは、その革新的な特性から、21世紀の主要材料の一
つとして認識されていますが、その生産はまだ特定の地域に偏っているのが現状です。
HydroGraphの提唱は、米国が先進材料分野における自給自足と技術的優位性を確保し
ようとする広範な動きと一致しています。これは、国際的なサプライチェーンの不安定
化や地政学的リスクの高まりを背景に、特に防衛産業において重要性が増している傾向
です。



今後の展望

グラフェンの重要材料指定に向けたHydroGraphの取り組みは、米国のグラフェン産業
全体に大きな影響を与える可能性があります。成功すれば、他のグラフェン企業も同様
の恩恵を受け、米国におけるグラフェンの研究開発と商業化が加速するでしょう。今後
は、連邦政府との連携をさらに強化し、グラフェンの具体的応用事例を実証することが
重要となります。この戦略は、次世代の防衛技術やインフラに不可欠な材料の国内供給
を確保し、米国の技術的リーダーシップを維持するための重要な一歩となることが期待
されます。長期的には、グラフェンが様々な戦略的産業分野で広く採用され、国家の経
済安全保障に貢献する基盤材料となる可能性を秘めています。

元記事: https://prismmarketview.com/hydrograph-wants-graphene-to-be-seen-as-a-strategic-u-s-

material/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://prismmarketview.com/hydrograph-wants-graphene-to-be-seen-as-a-strategic-u-s-material/
https://prismmarketview.com/hydrograph-wants-graphene-to-be-seen-as-a-strategic-u-s-material/


#25 復旦大学が2D単一電子量子フラッシュメモリデバイ
スを開発、計算能力とエネルギー効率を大幅向上

概要

復旦大学の研究チームが、計算速度とエネルギー効率を大幅に向上させる画期的な2D

単一電子量子フラッシュメモリデバイスを開発しました。このデバイスは、これまで
極低温でしか不可能と考えられていた単一電子の安定した不揮発性貯蔵を室温で実現

します。Science誌に発表されたこのブレークスルーは、高速、低消費電力、無電力で
のデータ保持を兼ね備え、メモリ技術における長年の課題を解決します。

公開日 2026年07月24日  China Daily (Science誌を引用)  中国



詳細

主要成果

復旦大学の研究チームが、計算能力とエネルギー効率を劇的に向上させる、画期的な2D

単一電子量子フラッシュメモリデバイスを開発しました。このデバイスは、単一電子の
安定した不揮発性貯蔵を室温で実現するという、これまでは極低温でしか達成できない
とされてきた偉業を達成しました。

技術・臨床詳細

この新しいメモリデバイスは、厚さわずか数ナノメートルの二次元材料を活性層として
利用しています。この超薄型構造が、単一の電子を精密に制御し、情報を安定して保存
することを可能にします。従来のフラッシュメモリは、多数の電子を利用して情報を保
存するため、微細化の限界や消費電力の課題がありました。しかし、復旦大学のデバイ
スは、量子トンネリング効果を制御することで、単一電子の荷電状態を室温で長時間に
わたって安定的に維持できます。これは、情報密度の飛躍的な向上と、従来のメモリデ
バイスに比べて桁違いに低い消費電力を意味します。また、このデバイスは、電源が供
給されていなくてもデータを保持できる不揮発性メモリの特性を持ちながら、ナノ秒オ
ーダーの書き込み/消去速度を実現し、現在のフラッシュメモリと比較してはるかに高
速です。研究チームは、このデバイスが約10年間のデータ保持寿命を持つと推定してお
り、従来の技術の限界をはるかに超える性能を示しています。

背景・業界文脈

コンピューティング技術の進歩は、メモリデバイスの性能に大きく依存しています。し
かし、従来のシリコンベースのメモリは、微細化と消費電力の点で物理的な限界に直面
しており、ポスト・ムーア時代を拓く新たな技術が求められています。単一電子デバイ
スは、その究極の小型化と超低消費電力の可能性から、長年研究されてきましたが、室
温での安定動作が大きな課題でした。復旦大学のこのブレークスルーは、ナノテクノロ
ジーと量子材料科学の融合によって、この課題を克服し、次世代コンピューティングの
基盤となる可能性を提示しています。これは、AI、ビッグデータ、エッジコンピューテ
ィングといった分野の発展に不可欠な技術となるでしょう。



今後の展望

この2D単一電子量子フラッシュメモリデバイスの成功は、将来の電子産業に計り知れな
い影響を与える可能性を秘めています。今後、研究チームは、この技術の大規模生産へ
のスケーラビリティ、および既存の半導体製造プロセスとの互換性の向上に焦点を当て
るでしょう。また、デバイスの耐久性や信頼性に関するさらなる評価も重要です。この
技術が商業化されれば、スマートフォン、ウェアラブルデバイス、サーバー、さらには
量子コンピューターに至るまで、あらゆる情報処理デバイスの性能とエネルギー効率を
劇的に向上させることが期待されます。これにより、デジタル社会の次の時代を牽引す
る新たなメモリ技術の標準が確立される可能性を秘めています。

元記事: https://www.chinadaily.com.cn/a/202607/24/WS6a62c03fa310986e2b467125.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.chinadaily.com.cn/a/202607/24/WS6a62c03fa310986e2b467125.html


#26 オハイオ州立大学、細胞エネルギーを放出する天然分
子の研究でナノ材料治療への道を開く

概要

オハイオ州立大学の研究者らが、ATP（細胞機能に不可欠な分子）によって生成される
エネルギーを放出できる天然のノンコーディングRNA分子を調査しています。この研
究は、このRNAを利用した治療用ナノ材料を開発し、細胞エネルギーを制御すること

を目的としています。この発見は、生物学的エネルギーシステムの理解と操作に大き
な影響を与える可能性があります。

公開日 2026年07月23日  Ohio State News  アメリカ



詳細

主要成果

オハイオ州立大学の研究者チームが、細胞機能に不可欠なエネルギー源であるアデノシ
ン三リン酸（ATP）によって生成されるエネルギーを放出する能力を持つ、特定の天然
ノンコーディングRNA分子の探索と機能解明に取り組んでいます。この研究は、この
RNAを基盤とした治療用ナノ材料を開発し、細胞エネルギーの放出と利用を調節すると
いう、生物学とナノテクノロジーの融合における画期的な進展です。

技術・臨床詳細

研究チームは、特定のノンコーディングRNAが、細胞内のATP合成酵素や他のエネルギ
ー代謝経路と相互作用し、ATPが放出する化学エネルギーの利用を調節するメカニズム
を詳細に調査しています。このRNA分子は、細胞が過剰なエネルギーを効率的に「燃
焼」させる、あるいは必要な時にエネルギー供給を最適化する役割を果たすと考えられ
ています。研究は、このRNAの構造と機能の関係を解明し、その機能を模倣または増強
する合成ナノ材料を設計することに焦点を当てています。例えば、このRNA分子を脂質
ナノ粒子やポリマーナノ粒子などの生体適合性ナノキャリアに組み込むことで、標的細
胞に特異的に送達し、細胞内のエネルギーバランスを調節する治療的介入が可能になる
かもしれません。これにより、代謝性疾患、がん、神経変性疾患など、細胞エネルギー
の異常が関与する様々な疾患の治療法開発に新たな道が開かれる可能性があります。

背景・業界文脈

細胞エネルギー代謝は、生命活動の根幹をなすプロセスであり、その破綻は多くの疾患
の病態に関与しています。ATPは細胞の「エネルギー通貨」として知られていますが、
その生産と消費のバランスを精密に制御するメカニズムについては、まだ多くの未解明
な点があります。ノンコーディングRNAは、遺伝子発現の調節において重要な役割を果
たすことが近年明らかになっており、その一部がエネルギー代謝にも関与している可能
性が示唆されています。オハイオ州立大学の研究は、この分野の最前線に位置し、天然
分子の生物学的機能から新たな治療戦略を導き出すことを目指しています。



今後の展望

この研究は、細胞エネルギー代謝の基本的な理解を深めるだけでなく、治療用ナノ材料
設計への応用を通じて、画期的な治療法の開発につながる可能性を秘めています。今
後、このノンコーディングRNAが調節する正確な生化学的経路を特定し、その活性を精
密に制御するナノ材料プラットフォームを開発することが焦点となります。この技術が
成功すれば、代謝性疾患の新しい薬剤、がん細胞のエネルギー飢餓を誘導する治療法、
あるいは神経保護のための介入など、幅広い臨床応用が期待されます。これは、ナノテ
クノロジーが生物学的システムの複雑なメカニズムを解明し、それに基づいて次世代の
医療を構築する上でいかに重要であるかを示すものです。

元記事: https://news.osu.edu/the-hunt-for-a-natural-molecule-that-can-release-cellular-energy/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://news.osu.edu/the-hunt-for-a-natural-molecule-that-can-release-cellular-energy/


#27 プラズマ機能化がMXene、h-BN、TMDsなどの2D材
料表面を精密修飾、高性能材料創出へ

概要

この論文は、MXene、h-BN、TMDs（遷移金属ダイカルコゲナイド）といった2D材料
の表面を精密に加工するための、プラズマ機能化というドライで低温な手法を解説し
ています。この技術は、 atomically thin な材料の格子構造を損傷することなく修飾す

るという課題に対処します。プラズマ機能化は、官能基のグラフト、格子へのドーピ
ング、終端の制御において調整可能なアグレッシブネスを提供し、特性が調整された
複合材料やデバイスへの道を拓きます。

公開日 2026年07月18日  ACS Material  アメリカ



詳細

主要成果

本記事は、MXene、六方晶窒化ホウ素（h-BN）、遷移金属ダイカルコゲナイド
（TMDs）などの二次元（2D）材料の表面を、その原子構造を損傷することなく精密に
修飾できる「プラズマ機能化」という革新的な手法を詳述しています。このドライかつ
低温のプロセスは、高性能な次世代材料とデバイスの創出に不可欠な技術です。

技術・臨床詳細

プラズマ機能化は、低圧のガスを電離させて反応性の高いプラズマを生成し、そのプラ
ズマに2D材料を曝露させることで、表面に特定の官能基を導入したり、格子構造にドー
ピングを行ったりする技術です。このプロセスは、ウェット化学的手法や高温処理と比
較して、いくつかの顕著な利点があります。まず、溶媒を使用しないドライプロセスで
あるため、環境負荷が低く、材料の汚染リスクを最小限に抑えられます。次に、低温で
処理できるため、熱に弱い2D材料の結晶構造を損傷することなく、繊細な表面改質が可
能です。プラズマのパワー、ガス組成、処理時間などのパラメータを精密に調整するこ
とで、導入する官能基の種類（例：-OH、-NH2、-COOH）やドーピングの度合いを正
確に制御できます。これにより、材料の濡れ性、接着性、生体適合性、電気的特性、化
学反応性などをカスタマイズでき、特定のアプリケーションに最適化された特性を持つ
複合材料やデバイスを設計することが可能になります。例えば、MXeneの表面をプラズ
マ機能化することで、ポリマーマトリックスとの界面接着性を向上させ、より強固なナ
ノコンポジットを製造したり、h-BNの表面エネルギーを調整して、より効率的な触媒
担体として利用したりすることが考えられます。

背景・業界文脈

グラフェンに代表される2D材料は、その優れた機械的、電気的、光学的特性から、エレ
クトロニクス、エネルギー、医療、センサーなど多岐にわたる分野で注目されていま
す。しかし、これらの材料の真の可能性を引き出すためには、その表面特性を精密に制
御する技術が不可欠です。特に、 atomically thin な構造は、化学的または物理的な損傷
を受けやすいため、優しいながらも効果的な修飾方法が求められていました。プラズマ
機能化は、この要求に応える有望な解決策として、近年急速に研究開発が進められてい
ます。これにより、2D材料ベースのデバイス性能向上や、新規複合材料の開発が加速さ
れると期待されています。



今後の展望

プラズマ機能化技術は、2D材料の応用範囲を大幅に拡大する鍵となるでしょう。今後、
特定の機能（例：選択的ガス吸着、生体分子認識）を発現させるための高度なプラズマ
レシピの開発や、大規模生産へのスケーラビリティの検証が焦点となります。また、フ
レキシブルエレクトロニクス、ウェアラブルセンサー、高性能バッテリー、燃料電池、
生体インプラントなど、より多くの高性能デバイスや複合材料への応用が期待されま
す。この技術は、2D材料が持つ並外れたポテンシャルを実用的な製品へと転換するため
の重要な架け橋となり、ナノテクノロジー産業のさらなる発展に貢献するでしょう。

元記事: https://www.acsmaterial.com/blog-detail/plasma-functionalization-2d-materials.html

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.acsmaterial.com/blog-detail/plasma-functionalization-2d-materials.html


#28 ジルコニウム系MOFスポンジ複合材料が水中のPFAS
除去で高効率、実用化へ新たな一歩

概要

この研究は、水系中の単一および混合PFAS（有機フッ素化合物）を除去するためのジ
ルコニウムベースの金属有機骨格（MOF）スポンジ複合材料を調査しています。MOF

は、特にジルコニウムベースのものが疎水性-疎水性相互作用により、特定のPFAS分子

を捕捉する有望な能力を示します。本研究は、MOF粉末を濾過に使用する際の課題を
克服するため、MOFをマクロポーラススポンジに固定することを提案し、水処理用の
高性能で再生可能な材料としての可能性を強調しています。

公開日 2026年07月16日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

この研究は、ジルコニウムベースの金属有機骨格（MOF）スポンジ複合材料が、水系か
らPFAS（有機フッ素化合物）の単一および混合汚染物質を効率的に除去できることを明
らかにしました。これは、飲料水中の有害物質を除去する革新的な水処理技術として、
実用化に向けた大きな一歩となります。

技術・臨床詳細

PFASは、極めて安定なC-F結合を持つため、環境中で分解されにくく、生態系や人体へ
の蓄積が懸念されています。MOFは、その調整可能な細孔サイズ、高い表面積、および
豊富な活性サイトにより、特定の分子を選択的に吸着する能力を持っています。本研究
では、特にジルコニウムベースのMOFが、その疎水性表面とPFAS分子との間の疎水性-

疎水性相互作用を介して、PFASを効率的に捕捉することを発見しました。具体的には、
このMOFは、広範なpH条件下でPFASに対して高い吸着容量と除去効率を示し、特に
Perfluorooctanoic acid (PFOA)のような一般的なPFASに対して90%以上の除去率を達成し
ました。しかし、MOF粉末を水処理に直接使用すると、微細な粉末がシステムを詰まら
せたり、回収が困難であったりする課題がありました。これを解決するため、研究チー
ムはMOFをマクロポーラススポンジに効果的に固定化する複合材料を開発しました。こ
のスポンジ複合材料は、高い通水性を維持しつつ、MOFの高い吸着能力を保持し、使用
後の分離・再生も容易であるという利点を提供します。

背景・業界文脈

PFAS汚染は世界的な問題となっており、米国環境保護庁（EPA）は飲料水中のPFAS規制
を強化する動きを見せています。従来の活性炭吸着や逆浸透膜などの技術では、PFASの
除去には限界があったり、高コストであったり、二次廃棄物が発生したりする課題があ
りました。MOFのような新しい吸着材料は、これらの課題を克服し、より持続可能で効
率的な水処理ソリューションを提供できる可能性を秘めています。この研究は、ナノ材
料科学が環境汚染問題にいかに貢献できるかを示す好例であり、水処理業界に新たな技
術革新をもたらすものです。



今後の展望

ジルコニウムベースのMOFスポンジ複合材料は、PFAS除去におけるその高性能と再生
可能性から、将来の水処理技術の柱となる可能性を秘めています。今後は、この技術の
大規模生産へのスケーラビリティの検証、長期的な安定性と耐久性の評価、および実際
の環境条件下での試験が焦点となります。また、異なる種類のPFASや他の複合汚染物質
に対する除去効率の最適化も進められるでしょう。この革新的な材料は、安全な飲料水
の供給を確保し、環境保護に貢献するための重要なツールとなることが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsestwater.6c00218

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/doi/10.1021/acsestwater.6c00218


#29 新たなコバルトアルミニウムナノラミネート合金が構
造用鋼の10倍の強度と柔軟性を両立

概要

科学者たちは、構造用鋼の最大10倍の強度を持ちながら柔軟性を維持するコバルトア
ルミニウムナノラミネートを開発しました。これは、強度と脆性の一般的なトレード
オフを克服する画期的な成果です。Science Advances誌に発表されたこのブレークス

ルーは、脆い金属間化合物を航空宇宙、エネルギー、防衛用途により実用的にするた
めの新しい戦略を示唆しています。研究は、このナノスケールの積層システムを工業
生産向けのバルクナノコンポジットへとスケールアップすることを目指しています。

公開日 2026年07月20日  SciTechDaily  アメリカ



詳細

主要成果

科学者チームが、従来の構造用鋼と比較して最大10倍の強度を誇りながら、優れた柔軟
性も維持する画期的なコバルトアルミニウム（Co-Al）ナノラミネート合金の開発に成
功しました。この発見は、材料科学における「強度と脆性のトレードオフ」という長年
の課題を克服するものです。

技術・臨床詳細

このCo-Alナノラミネートは、コバルトとアルミニウムの原子層がナノスケールで交互
に積層された構造を持っています。この多層構造は、原子レベルでの界面が多数存在す
ることで、材料内部の転位（欠陥）の移動を効果的に阻害し、極めて高い強度を実現し
ます。同時に、ナノスケールの層状構造が材料全体の延性を維持する役割を果たし、単
一相の金属間化合物が持つ脆性を大幅に改善します。研究チームは、このナノラミネー
トが、数ナノメートルの層厚を持つ場合に最適な性能を発揮することを発見しました。
具体的には、この材料は室温で約2ギガパスカル（GPa）を超える引張強度を示し、こ
れは通常の構造用鋼の引張強度（約0.2〜0.5GPa）を大幅に上回ります。さらに、破壊
前には一定の塑性変形（柔軟性）を示すため、突然の脆性破壊のリスクが低いという安
全性も備えています。この成果は、精密な原子層堆積（ALD）技術や物理蒸着（PVD）
技術などのナノファブリケーション手法によって実現されました。

背景・業界文脈

材料の強度と延性の両立は、航空宇宙、自動車、エネルギー、防衛産業など、高性能が
求められる分野で常に重要な課題でした。一般に、材料は強度が増すほど脆くなる傾向
があり、このトレードオフが設計の自由度を制限していました。金属間化合物は、高温
強度や耐食性に優れる一方で、室温での脆性が問題となることが多かったため、その実
用化が困難でした。今回のナノラミネート合金の発見は、ナノテクノロジーを駆使して
この根本的な課題を解決し、高性能合金設計における新たなパラダイムを提示するもの
です。この技術は、より軽量で堅牢な構造部品の実現を可能にし、産業界に大きなイン
パクトを与えるでしょう。



今後の展望

このコバルトアルミニウムナノラミネートの成功は、高性能合金の設計と製造に新たな
道を開くものです。今後、研究は、このナノスケール積層システムを大規模な工業生産
向けのバルクナノコンポジットへとスケールアップすることに焦点が当てられるでしょ
う。これには、コスト効率の高い製造プロセスの開発や、より複雑な部品形状への適用
可能性の検証が含まれます。この技術が商業化されれば、航空機の燃費効率向上、宇宙
船の耐久性強化、エネルギーインフラの安全性向上、そして防衛機器の軽量化と頑丈化
に貢献し、多くの産業分野で技術革新を加速させることが期待されます。最終的には、
材料科学が持続可能な未来社会を構築するための基盤となることを示す重要な事例とな
るでしょう。

元記事: https://scitechdaily.com/new-metal-alloy-is-up-to-10-times-stronger-than-structural-steel/

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/new-metal-alloy-is-up-to-10-times-stronger-than-structural-steel/


#30 ProChimia Surfacesが抗ウイルスナノ材料研究プロジ
ェクトを開始、アルボウイルス脅威に対抗

概要

ProChimia Surfacesが、アルボウイルス脅威に対抗するための革新的な抗ウイルスナノ
材料研究プロジェクトを開始しました。欧州地域開発基金からの共同資金提供を受け
たこの研究は、気候変動によって加速するアルボウイルスの危険性の増大に対応し

て、新しい診断および治療法の開発を目指しています。このプロジェクトは、ナノテ
クノロジーをグローバルヘルス課題に対処するために応用する継続的な取り組みを強
調しています。

公開日 2026年07月21日  ProChimia Surfaces (News)  ポーランド



詳細

主要成果

ProChimia Surfacesは、アルボウイルス感染症に対する新たな診断および治療法を開発
するため、革新的な抗ウイルスナノ材料研究プロジェクトを立ち上げました。このプロ
ジェクトは、気候変動により増大するグローバルな健康脅威に対応する、ナノテクノロ
ジーを基盤としたソリューションを提供することを目的としています。

技術・臨床詳細

この研究プロジェクトは、ナノスケールの材料が持つユニークな特性、特に高い表面積
対体積比、調整可能な表面化学、および生物学的分子との相互作用能力を活用します。
具体的には、ウイルス粒子への結合を阻害したり、ウイルス遺伝子の複製を妨げたりす
る能力を持つ、特定の機能性ナノ粒子やナノコーティングの開発に焦点を当てていま
す。これらの抗ウイルスナノ材料は、センサー表面に組み込まれることで、アルボウイ
ルスの高感度かつ迅速な検出を可能にする診断プラットフォームとして機能します。ま
た、ウイルス感染細胞に選択的に薬剤を送達するドラッグデリバリーシステム（DDS）
のキャリアとしても開発され、治療薬の有効性を高めつつ、副作用を最小限に抑えるこ
とを目指します。欧州地域開発基金の共同資金提供を受けていることから、研究は厳格
な科学的基準と規制要件を満たすことを目指し、将来的には臨床応用や商業化を見据え
ています。

背景・業界文脈

アルボウイルス（例：デング熱、ジカ熱、チクングニア熱など）は、蚊などの節足動物
を介して媒介されるウイルスであり、地球温暖化に伴う蚊の生息域拡大により、その感
染リスクが世界的に増大しています。これらの感染症に対する効果的なワクチンや治療
薬、そして迅速な診断ツールは、公衆衛生上の喫緊の課題となっています。ナノテクノ
ロジーは、その微細なスケールと多機能性から、ウイルスの検出、予防、治療における
新しいツールを提供する可能性を秘めています。この分野への投資は、将来のパンデミ
ックへの備えを強化し、グローバルヘルスセキュリティを向上させる上で不可欠です。



今後の展望

ProChimia Surfacesによるこの研究プロジェクトは、アルボウイルス対策におけるナノ
テクノロジーの役割を強化する重要な一歩です。今後、開発された抗ウイルスナノ材料
のin vitroおよびin vivoでの有効性と安全性の評価、さらに大規模生産へのスケーラビリ
ティの検証が焦点となります。将来的には、これらのナノ材料が、アルボウイルス感染
症の診断キット、予防のための表面コーティング、または直接的な抗ウイルス治療薬と
して実用化されることが期待されます。これは、ナノテクノロジーが、気候変動によっ
て引き起こされる新たな健康課題に対処するための強力なソリューションを提供できる
ことを示すものであり、グローバルな健康コミュニティに大きな貢献をもたらすでしょ
う。

元記事: https://www.prochimia.com/news/26

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.prochimia.com/news/26


#31 イランがANFサミット2026でナノテクノロジー地域
協力とISO標準化を提唱

概要

ANFサミット2026で、イランはマイクロおよびナノエレクトロニクスにおける地域協
力を強化するためのイニシアチブを提案し、ナノテクノロジーのISO標準化を含めまし
た。これらの提案は、エネルギー貯蔵におけるグラフェンおよびその他の2D材料の評

価に関する統一基準の確立と、熱絶縁ナノコーティングの性能評価方法の調和に焦点
を当てました。これは、地域におけるナノ材料の標準化と技術仕様に向けた取り組み
を強調するものです。

公開日 2026年07月18日  Tehran Times  イラン



詳細

主要成果

2026年のANFサミットにおいて、イランはマイクロおよびナノエレクトロニクス分野で
の地域協力強化に向けた具体的な提案を行いました。これには、ナノテクノロジーに関
する国際標準化機構（ISO）基準の策定支援が含まれており、特にグラフェンや他の二
次元（2D）材料のエネルギー貯蔵分野での評価方法の統一、および熱絶縁ナノコーティ
ングの性能評価方法の調和が強調されました。

技術・臨床詳細

イランが提案したイニシアチブは、ナノ材料の技術的信頼性と市場受容性を向上させる
ための基盤を確立することを目的としています。エネルギー貯蔵におけるグラフェンお
よび2D材料の評価に関する統一基準は、バッテリーやスーパーキャパシタなどの次世代
デバイスにおけるこれらの材料の性能を客観的に比較・検証するために不可欠です。こ
れにより、研究開発の効率化と製品の品質保証が促進されます。また、熱絶縁ナノコー
ティングの性能評価方法の調和は、建築、航空宇宙、自動車などの分野で広く応用され
るナノベースの断熱材の効果を正確に測定するための共通プロトコルを確立するもので
す。例えば、ナノコーティングの熱伝導率、耐久性、接着性などを評価するための標準
化された試験方法を導入することで、製品間の比較可能性を高め、消費者の信頼を構築
します。これらの標準化活動は、ナノ材料の商業化を加速し、地域経済における技術革
新を促進する上で中心的な役割を果たします。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、その革新的な応用可能性から、世界経済の成長ドライバーとして
認識されています。しかし、その急速な発展に対して、安全性、品質、性能に関する国
際的な標準化が追いついていないという課題がありました。特に中東地域では、ナノテ
クノロジー分野への投資が増加しており、研究成果の実用化を促進するためには、技術
的な共通基盤としての標準化が不可欠です。イランの提案は、自国の技術的リーダーシ
ップを確立しつつ、地域全体のナノテクノロジーエコシステムの成熟を促す戦略的な動
きと見ることができます。これは、単なる技術協力に留まらず、地域内の経済統合と知
識共有を深めることにも貢献するでしょう。



今後の展望

イランによるナノテクノロジーのISO標準化提案は、国際的なナノ技術ガバナンスにお
ける地域協力のモデルを提示するものです。今後、この提案がISOおよび関連国際機関
で具体的に検討され、採用されるかどうかが焦点となります。成功すれば、中東地域に
おけるナノ材料の研究開発、製造、および市場投入がよりスムーズになり、国際的なサ
プライチェーンへの統合が促進されるでしょう。これは、ナノ材料の信頼性を高め、そ
の広範な採用を後押しする重要な一歩となり、最終的には、エネルギー効率の改善、環
境保護、医療の進歩など、多岐にわたる社会課題の解決に貢献することが期待されま
す。

元記事: https://www.tehrantimes.com/news/528276/ANF-Summit-Iran-puts-forward-proposals-to-

foster-regional-co-op

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.tehrantimes.com/news/528276/ANF-Summit-Iran-puts-forward-proposals-to-foster-regional-co-op
https://www.tehrantimes.com/news/528276/ANF-Summit-Iran-puts-forward-proposals-to-foster-regional-co-op


#32 MOF、COFなどの多孔質骨格材料が水中のPFASを含
む新興汚染物質の除去に貢献

概要

この論文は、金属有機骨格（MOF）、共有結合有機骨格（COF）、およびその他の多
孔質骨格材料が、PFASなどの新興汚染物質を含む水浄化への応用について議論してい
ます。これらの材料の調整可能なバンドギャップは、特定の汚染物質を分解するため

の光スペクトルとのより良いマッチングを可能にし、狭いバンドギャップは有機汚染
物質に、広いバンドギャップは難分解性無機汚染物質の選択性を高めるのに有益で
す。これにより、先進的な水処理ソリューション開発におけるその可能性が強調され

ます。

公開日 2026年07月21日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

本論文は、金属有機骨格（MOF）、共有結合有機骨格（COF）、およびその他の多孔質
骨格材料が、PFAS（有機フッ素化合物）などの新興汚染物質を含む水浄化において極め
て有望な材料であることを示しています。これらの材料は、その調整可能な細孔構造と
光学的特性により、汚染物質の分解と除去に効果を発揮します。

技術・臨床詳細

MOFやCOFは、有機リンカーと金属イオン（MOF）または有機リンカーのみ（COF）を
自己集合させて形成される結晶性の多孔質材料です。その最大の特長は、精密に設計可
能な細孔サイズ、巨大な表面積、そして調整可能な電子バンド構造です。この調整可能
なバンドギャップは、光触媒としての利用において、光スペクトルを特定の汚染物質の
分解効率に最適化する能力を与えます。例えば、狭いバンドギャップを持つMOF/COF
は、可視光応答性を高め、医薬品や農薬などの有機汚染物質の分解に有利です。一方、
広いバンドギャップを持つ材料は、より選択的な触媒作用を提供し、PFASのような難分
解性無機汚染物質の分解や吸着に適しています。研究チームは、これらの材料が光触媒
分解、吸着、膜分離など、複数のメカニズムを通じて水中の汚染物質を除去できること
を示しました。特に、PFASに対しては、その分子構造に合わせた細孔設計により、高い
吸着選択性と除去効率を達成できる可能性があります。また、これらの材料は優れた化
学的・熱的安定性を持ち、再生利用が可能であるため、持続可能な水処理ソリューショ
ンとして期待されます。

背景・業界文脈

世界的な水不足と水質汚染は、人類が直面する最も深刻な環境問題の一つです。特に
PFASなどの新興汚染物質は、その広範な使用と難分解性から、公衆衛生と環境に深刻な
脅威を与えています。従来の水処理技術では、これらの汚染物質を完全に除去すること
が難しく、高効率かつ持続可能な新しい浄化技術が強く求められています。MOFやCOF

のような多孔質材料は、そのユニークな構造と機能性から、この分野におけるゲームチ
ェンジャーとして注目されており、学術界と産業界双方で活発な研究開発が進められて
います。



今後の展望

MOF、COFなどの多孔質骨格材料は、水浄化、特に新興汚染物質の除去において非常に
大きな可能性を秘めています。今後、研究は、より効率的な合成ルートの開発、大規模
生産へのスケーラビリティの検証、および実際の水処理プラントでの長期的な性能とコ
スト効率の評価に焦点が当てられるでしょう。また、特定の汚染物質に対する選択性を
さらに高めるためのハイブリッド材料の設計や、センシング機能との統合によるスマー
ト浄化システムの開発も進むと予測されます。この技術が実用化されれば、安全な飲料
水の供給を確保し、水資源の持続可能な管理に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://pubs.rsc.org/cs/article/doi/10.1039/d6cs00594b/1280990/MOFs-COFs-and-other-

porous-framework-materials-for

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/cs/article/doi/10.1039/d6cs00594b/1280990/MOFs-COFs-and-other-porous-framework-materials-for
https://pubs.rsc.org/cs/article/doi/10.1039/d6cs00594b/1280990/MOFs-COFs-and-other-porous-framework-materials-for


#33 CAD設計図に基づく拡散法でタンパク質形状の精密プ
ログラミングに成功、ナノ構造設計を革新

概要

新しい研究は、CAD設計図に導かれた拡散プロセスを用いてタンパク質の形状を精密
にプログラミングする画期的な手法を開発しました。このアプローチにより、複雑な
ナノ構造の設計と構築が可能になります。これは、これまで経験的アプローチが主流

だったタンパク質工学に、デジタル設計の精度と予測可能性をもたらし、次世代のナ
ノデバイスや生体材料開発に革命をもたらす可能性を秘めています。

公開日 2026年07月23日  bioRxiv  アメリカ



詳細

主要成果

プレプリントとして発表された最新の研究で、科学者たちはCAD（Computer-Aided

Design）の設計図に直接基づいてタンパク質の形状をプログラミングする、これまでに
なかった手法を確立しました。この革新的なアプローチは、「CAD設計図ガイド型拡散
（CAD blueprint-guided diffusion）」と名付けられ、タンパク質構造の設計において比
類のない精度と制御を可能にします。

技術詳細

この手法は、まずデジタルCADモデルとして目的のタンパク質構造を定義することから
始まります。次に、このデジタル設計図を基に、タンパク質の自己組織化プロセスを誘
導するための拡散メカニズムが導入されます。具体的には、設計された「足場」がタン
パク質分子の配置を空間的に誘導し、最終的に設計図通りの複雑なナノスケール形状が
形成される仕組みです。このプロセスは、従来のランダムなスクリーニングや経験的な
調整とは異なり、予測可能で再現性の高い結果を生み出します。研究者らは、この技術
を用いて、複数の機能部位を持つ複雑な中空カプセル構造や、特定の相互作用部位を持
つナノ粒子を成功裏に構築したと報告しています。

背景・業界文脈

タンパク質工学は長年、創薬、酵素設計、生体材料開発において重要な役割を担ってき
ましたが、精密な3次元構造の設計と合成は依然として大きな課題でした。特にナノス
ケールでの厳密な形状制御は、機能性材料やデバイスの性能を決定づける要素となりま
す。これまでの技術は、アミノ酸配列から構造を予測するアルゴリズムや、構造ベース
の設計に依存していましたが、複雑な形状や複数の部品からなる構造の設計には限界が
ありました。今回のCADガイド型拡散法は、マクロスケールのエンジニアリング設計手
法を分子レベルに応用するという点で、パラダイムシフトをもたらすものです。



今後の展望

この技術は、ナノメディシンにおける標的型ドラッグデリバリーシステム、高性能な触
媒を持つナノバイオセンサー、さらには自己修復材料や再生医療用の足場など、広範な
応用が期待されます。例えば、特定の疾患細胞にのみ結合するナノロボットや、酵素活
性を最大化する精密な構造を持つナノカプセルを設計できるようになるかもしれませ
ん。また、このアプローチは、AIと組み合わせることで、さらに複雑かつ多様なナノ構
造の自動設計と合成を加速させる可能性を秘めており、今後の材料科学と生体工学の発
展に不可欠な基盤技術となるでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#34 HydroGraph社、テキサス州に初の米国大規模グラフ
ェン生産施設を建設へ

概要

HydroGraph Clean Power Inc.は、テキサス州ベルビルに米国初の本格的な大規模グラ
フェン生産施設を建設すると発表しました。同社はWestern International Gas &

Cylinders, Inc.とアセチレンガス供給および土地リースに関する長期契約を締結しまし

た。この動きは、グラフェンを含む重要材料の国内サプライチェーンを確保しようと
する米国連邦政府の関心の高まりと一致しており、米国のグラフェン生産能力を大幅
に強化します。

公開日 2026年07月16日  HydroGraph Clean Power Inc.  アメリカ



詳細

主要成果

HydroGraph Clean Power Inc.は、グラフェン製造能力における重要なマイルストーンと
して、テキサス州ベルビルに初の米国大規模グラフェン生産施設を建設することを発表
しました。この計画は、Western International Gas & Cylinders, Inc.との間で締結された
アセチレンガス長期供給契約および土地リース契約によって具体化されるものです。

技術・臨床詳細

HydroGraph社のグラフェン生産は、独自の「デトネーション・グラフェン
（Detonation Graphene）」技術を基盤としています。これは制御された爆発プロセス
を利用して、高品質なグラフェンを効率的かつ大規模に生産する手法です。この新施設
は、年間数千トン規模のグラフェンを生産できる能力を持つと予想されており、様々な
産業応用への供給を可能にします。ベルビル拠点の戦略的な選択は、原材料へのアクセ
ス、物流の利便性、および急速に拡大する米国のグラフェン市場への近接性を考慮した
ものです。この施設により、同社は自動車、航空宇宙、エレクトロニクス、エネルギー
貯蔵などの分野におけるグラフェン需要に対応できるようになります。

背景・業界文脈

米国では、重要材料の国内サプライチェーンの強化が国家安全保障と経済的自立の観点
から喫緊の課題となっています。特にグラフェンは、その優れた電気伝導性、機械的強
度、熱特性から、次世代技術の中核材料と見なされており、中国をはじめとする海外依
存からの脱却が求められています。HydroGraph社の今回の投資は、米国連邦政府がグ
ラフェンのような戦略的材料の国内生産能力構築に強い関心を示している時期と重な
り、その重要性を一層際立たせています。同社は既に商業的進捗をいくつか達成してお
り、今回の施設建設は市場での地位をさらに強固にするものです。



今後の展望

ベルビル施設の稼働開始は、HydroGraph社の成長戦略における重要なステップであ
り、同社のグラフェン製品の市場投入を加速させると考えられます。これにより、米国
市場におけるグラフェンサプライヤーとしての地位が確立され、グラフェンをベースと
する新製品の開発が促進されるでしょう。また、重要材料の国産化は、米国の製造業に
おけるイノベーションと競争力を高め、将来的な経済成長に寄与すると期待されていま
す。同社は、企業再編と上場計画についても進捗しており、投資家や業界関係者からの
注目が集まっています。

元記事: https://event.choruscall.com/mediaframe/webcast.html?webcastid=AoMnRHvj

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://event.choruscall.com/mediaframe/webcast.html?webcastid=AoMnRHvj


#35 QD-OLED向け量子ドット材料市場、Samsung
Displayの出荷500万台超で本格成長期へ

概要

本記事は、SMRが発行したQD-OLED向け量子ドットフィルムおよびオンチップ材料の
世界市場に関するレポートの概要です。同市場は、QD-OLEDパネル出荷量の増加とゲ
ーミング・プロフェッショナルモニターでの採用拡大に支えられ、成長が見込まれて

います。Samsung Displayが2026年3月までに累積500万台以上のQD-OLEDモニターパ
ネルを出荷したことは、市場が本格的な材料消費段階に入ったことを示しています。

公開日 日付不明  SMR (Market Research Report)  国際



詳細

本記事はSMRが発行した、QD-OLED向け量子ドットフィルムおよびオンチップ材料の
世界市場に関する市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

市場調査会社 SMRのレポートによると、QD-OLED（Quantum Dot Organic Light

Emitting Diode）向け量子ドットフィルムおよびオンチップ材料の世界市場は、著しい
成長段階に突入しています。この成長は、QD-OLEDパネルの出荷量増加と、特にゲー
ミングモニターやプロフェッショナルモニターといったハイエンド製品での採用拡大に
よって強く推進されています。Samsung Displayが2026年3月までに累積で500万台以上
のQD-OLEDモニターパネルを出荷したという事実は、市場の需要が限定的な初期段階
から、継続的な材料消費を伴う本格的な商業生産段階へと移行したことを明確に示して
います。

主要な調査結果

QD-OLED向け量子ドットフィルムおよびオンチップ材料の世界市場は、QD-OLEDデ
ィスプレイ技術の採用拡大に伴い、急速に拡大しています。

特に、ゲーミングモニターやプロフェッショナルモニターといった高付加価値市場で
のQD-OLEDパネルの需要増加が、市場成長の主要な牽引役となっています。これら
の市場では、優れた色再現性と高速応答性が高く評価されています。

Samsung Displayは、QD-OLED技術の主要なパイオニアであり、2026年3月までの累
積出荷台数が500万台を超えたことは、QD-OLEDが市場で確固たる地位を確立しつつ
あることを示しています。

この出荷実績は、量子ドット材料のサプライヤーにとって安定した需要を意味し、関
連する材料技術革新と生産規模の拡大を促進すると予測されます。

市場は、量子ドット材料の効率性向上、コスト削減、および環境規制への適合性の追
求によってさらに進化すると見られています。



発行会社について

SMR（Market Research Report）は、特定の産業セクターに特化した詳細な市場調査レ
ポートを提供する調査会社です。彼らは市場規模、成長予測、主要なトレンド、競争状
況、および技術動向に関する深い洞察を提供し、企業の戦略的計画策定を支援していま
す。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#36 Nanoscience Instruments、ACS Fall 2026でナノ材
料製造・特性評価の先進ソリューションを展示

概要

Nanoscience Instrumentsは、2026年8月24日から26日にシカゴで開催されるAmerican

Chemical Society (ACS) Fall 2026カンファレンスで、ナノ材料の製造および特性評価に
おける先進的なソリューションを展示すると発表しました。同社の技術は、ポリマー

科学、生体材料、表面化学といった幅広い分野に応用可能であり、ナノファイバーの
電界紡糸から表面および界面特性の精密評価まで多岐にわたります。これにより、研
究者やエンジニアは、より効率的かつ正確にナノスケール材料を開発・分析できるよ

うになります。

公開日 2026年07月23日  Nanoscience Instruments  アメリカ



詳細

主要成果

Nanoscience Instrumentsは、2026年8月24日から26日に米国イリノイ州シカゴで開催さ
れるAmerican Chemical Society（ACS）Fall 2026カンファレンスにおいて、ナノ材料の
製造および特性評価のための革新的なソリューションを大々的に展示することを発表し
ました。同社の技術は、ナノスケールでの精密な材料開発と分析を可能にし、研究開発
の加速に貢献します。

技術・臨床詳細

Nanoscience Instrumentsが展示するソリューションは、ナノ材料のライフサイクル全体
をカバーします。具体的には、高性能ナノファイバーを効率的に製造するための電界紡
糸（electrospinning）装置や、材料の表面形態、組成、および界面特性を原子レベルで
分析する走査型プローブ顕微鏡（SPM）や原子間力顕微鏡（AFM）などの先進的な特性
評価ツールが含まれます。これらの技術は、ポリマー科学における新しい合成ルートの
探索、生体材料における細胞との相互作用の最適化、表面化学における触媒活性や吸着
メカニズムの解明など、幅広い応用分野で不可欠です。同社のシステムは、ナノスケー
ル材料の構造と機能の関係を深く理解するための鍵となり、新素材開発のボトルネック
を解消することを目指します。特に、AFM技術は、表面粗さ、機械的特性、電気的特性
を非破壊で高解像度でマッピングでき、材料の性能予測と最適化に貢献します。

背景・業界文脈

ナノ材料の研究開発は、エレクトロニクス、医療、エネルギー、航空宇宙など、多くの
産業においてイノベーションの最前線にあります。これらの分野では、材料をナノスケ
ールで操作し、その特性を精密に制御する能力が、次世代製品の性能を決定づけます。
しかし、ナノ材料の製造はしばしば複雑であり、その微細な構造と機能を正確に評価す
ることは、従来の分析手法では困難を伴います。Nanoscience Instrumentsのような企業
は、これらの課題に対応するために、信頼性と再現性の高い先進的なツールを提供する
ことで、研究者やエンジニアがナノ材料の可能性を最大限に引き出すのを支援していま
す。ACS Fallカンファレンスは、化学と関連科学分野の世界最大級のイベントであり、
最新の発見と技術動向が共有される場としてその役割を果たします。



今後の展望

Nanoscience Instrumentsの展示は、ナノ材料分野における製造から特性評価までのワー
クフローを効率化し、新たな発見を加速させるでしょう。同社のソリューションが広く
採用されることで、より高性能な電池材料、より効果的なドラッグデリバリーシステ
ム、より耐久性のあるコーティング、そして革新的なセンサーなど、多岐にわたるナノ
テクノロジー製品の実用化が促進されると期待されます。また、学術界と産業界の連携
を深めることで、基礎研究から応用開発への橋渡しが強化され、ナノテクノロジーが社
会にもたらす恩恵が最大化されることに貢献するでしょう。将来的には、これらの先進
ツールが、AIや機械学習と統合され、材料発見プロセスをさらに自動化・加速させる可
能性も秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年07月24日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)


